
 

 

 

 ®  

 

 

 

 

 

 

Super Wide-band Multi-mode Receiver 

AR6000 

 

コマンド説明書 
 

第１版 

 

 
 

 

株式会社 エーオーアール 
Authority On Radio Communications 



 

 

 



 

1 

1. はじめに 

 

このたびは ＡＲ６０００ をお買い求めいただき、誠にありがとうございました。 

 

ＡＲ６０００ は、９ｋＨｚ から６ＧＨｚ までの周波数を様々な復調モードで連続して受信できる高性

能な受信機です。 

また、フロントパネルでの操作の他に、パソコンなどを用いてコントロールすることができます。 

本書では、ＡＲ６０００をコントロールするためのコマンドについて、ご説明します。 

 

1.1. パソコンとの接続 

ＡＲ６０００は、本体リアパネルにあるＵＳＢ端子を使用して接続すること制御が可能です。 

ＵＳＢは、標準サイズのＵＳＢコネクタ付きのＵＳＢケーブルを使って、パソコンのＵＳＢ端子と接続

します。仮想ＣＯＭドライバを通して制御するので、パソコンのソフトウェアでは、ＣＯＭポートとして

扱うことができます。 

 

1.2. USB ドライバのインストール 

ＡＲ６０００をパソコンに接続する前に、ＡＲ６０００接続用にＵＳＢドライバ（ソフトウェア）をイ

ンストールする必要があります。 

付属品の サンプルＣＤに Windows®用ＵＳＢドライバが収録されています。 

 

もしも、最新版のＵＳＢドライバ（あるいは、Windows®以外のＯＳ用）をお望みであれば、

メーカーのウェブサイトからダウンロードしてお使いいただくこともできます。 

 

 http://www.ftdichip.com/ftdrivers.htm 

 

このページの左側のメニューの「Drivers」のすぐ下にある「VCP Drives」をクリックして、

開いたページのなかで、お使いのパソコンの Windows®バージョン（あるいは、他のＯＳバー

ジョン）に対応したドライバをお使いいただけます。ダウンロードした後、圧縮ファイルを展開

しておいてください。 

 

1．付属のサンプルＣＤをパソコンのＣＤ（または、ＤＶＤ）ドライブに挿入してください。 

（ダウンロードしたドライバをお使いになる場合は、パソコンのハードディスクの任意の場所に展開し

しておいてください。） 

 

２．パソコンと接続せずに、ＡＲ６０００に付属のＡＣアダプタを接続してください。 

ＡＣアダプタをＡＣ電源コンセントに接続して、ＡＲ６０００のリアパネルにある電源スイッチをオン

にし、フロントパネルの［ＰＯＷＥＲ］キーを押してください。 

オープニング画面が表示され、その後動作画面と変わります。 
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３．ＵＳＢケーブルの四角いほうのコネクタをＡＲ６０００のリアパネルのＵＳＢコネクタに接続して

ください。 

 

４． ＵＳＢケーブルの平らなほうのコネクタをパソコンのＵＳＢポートに（USB ハブを使わないで直

接に）接続してください。 

 

５．「新しいハードウエアの検出ウィザード」の開始が表示されます。 

（注意：以下の手順で示したメッセージや画面は、Windows®のバージョンなどにより異なっている場

合があります。） 

 

６．◎「いいえ、今回は接続しません」をチェックして、[次へ] をクリックします。 

 
 

７．◎「一覧または特定の場所からインストールする」をチェックして、[次へ] をクリックします。 
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８．◎「次の場所で最適のドライバを検索する」と、□「次の場所を含める」をチェックして、[参照] ボ

タンを押して、ＣＤの USB DRIVER のフォルダを指定して[次へ] をクリックします。 

（ダウンロードしたドライバをお使いになる場合は、展開したフォルダを指定してください。） 

 
 

● もし、「下の一覧からハードウエアに最適なソフトウェアを選んでください」など、複数のソフトウ

ェアの選択を求める画面が出てきた場合は、用意した USB ドライバの場所のほうを選択して、[次へ] を

クリックします。 

 

● もし、ＵＳＢドライバの Windows ロゴテストに関する表示画面が出た場合は、[続行] をクリック

します。 

 

９．「次のハードウエアのソフトウェアのインストールが完了しました」画面で[完了] をクリックしま

す。 
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以上で、「USB serial Converter」のソフトウェアがインストールできました。 

続いて、自動的に「USB Serial Port」のソフトウェアのインストールが始まります。 

 

 

１０．再び「新しいハードウエアの検出ウィザード」の開始が表示されます。上の手順と同様の手順で

画面を進めてください。 

 

１１．「次のハードウエアのソフトウェアのインストールが完了しました」画面で[完了] をクリックし

ます。 

 
 

以上で、「USB Serial Port」のソフトウェアがインストールできました。 

 

 

インストールできた USB Serial Port のＣＯＭ番号を「デバイスマネージャ」画面で調べます。（お使

いのアプリケーション ソフトウェアの設定時（あるいは初回起動時）にＣＯＭ番号の入力を要する場合

があります。） 

 

１２．「スタート」メニューの「マイ コンピュータ」をマウスで、右クリックして開いたメニューの「プ

ロパティ」をクリックします。 
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１３．「ハードウエア」タブの[デバイスマネージャ] （OS によっては、「デバイス マネージャー」項

目）を押して、開いた「デバイスマネージャ」画面で、「ポート（COM と LPT）」をクリックして展開

し、"USB Serial Port (COMx)"の COM 番号（x は数字。例：COM3）を確認ください。COM 番号は、パ

ソコンの構成や接続する USB ポートの位置によって異なる場合があります。 

  
 

 

 

1.3. 通信条件 

ＵＳＢ仮想ＣＯＭポートに対して、以下の通信条件を設定ください。 

 

注：お使いのアプリケーション ソフトウェアにより、そのソフトウェアで設定する場合と、デバイスマ

ネージャで仮想ＣＯＭポートに対して設定する場合があります。詳しくは、お使いのアプリケーション ソ

フトウェアの説明文をご参照ください。 

 

・通信速度：115,200bps（ＳＢ０）、57,600bps（ＳＢ１）、38,400bps（ＳＢ２）、19,200bps（Ｓ

Ｂ３）、9,600bps（ＳＢ４）のいずれか。工場出荷時の初期値は 115,200bps。 

・データ長：８ビット。 

・パリティ：なし。 

・ストップビット：１ビット。 

・フロー制御：フロー制御なし（ＳＦ０）、ＲＴＳ／ＣＴＳ（ＳＦ１）のいずれか。 

 

注：（ ）内は、設定用のコマンド（後述の各コマンドをご参照ください。） 
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1.4. コマンドの一般的な書式 

 <コマンド><CR>     （引数を伴わないもの） 

 <コマンド><引数><CR>     （引数を１つ伴うもの） 

 <コマンド><引数１><SP><引数２><SP><引数３><CR> （引数を複数伴うもの） 

 

最後には改行コード<CR>(0x0d)を付けます。<LF>(0x0a)が入っていても<LF>は無視します。 

コマンドと引数との間には、空白文字等は入れません。 

引数と引数との間は、空白文字<SP>(0x20)で区切ります。 

（本書では、これ以降、空白文字を「□」で表すことがあります。） 

 

一般的に、設定内容を読み出す場合は、引数を伴いません。 

一般的に、設定内容を変更する場合は、引数を伴います。 

 

 

1.5. レスポンスの一般的な書式 

エラー（存在しないコマンド、パラメータ不正、現在のモードでは設定できない、など）が発生した場

合は 

？<CR><LF> 

というように、(0x3f,0x0d,0x0a)を返します。 

 

値を返さないコマンドが正常に実行された場合は、 

□<CR><LF> 

というように、(0x20,0x0d,0x0a)を返します。 

 

値を返すコマンドが正常に実行された場合は、 

<識別子><値>□<CR><LF> 

を返します。 
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2. コマンド一覧（アルファベット順） 

 

ｘ(任意のキャラクタ)  通常動作状態へ移行 ................................................................... 21 

△(1EH) ......... ダイヤル・アップ ................................................................................ 20 

▽(1FH) ......... ダイヤル・ダウン ................................................................................ 20 

ＡＣ .............. ＡＧＣ .............................................................................................. 44 

ＡＤ .............. アンテナ・プログラムの削除 .................................................................. 47 

ＡＦ .............. ＡＦＣ .............................................................................................. 55 

ＡＩ .............. ダミーコマンド（外部ＩＦ選択） ............................................................ 63 

ＡＮ .............. アンテナ ............................................................................................ 45 

ＡＰ .............. アンテナ・プログラムの設定／表示 ......................................................... 47 

ＡＳ .............. サーチ・オート・ストア ＯＮ／ＯＦＦ ................................................... 30 

ＡＴ .............. ＲＦアンプとアッテネータ .................................................................... 44 

ＡＵ .............. ＡＵＴＯモード ＯＮ／ＯＦＦ ............................................................... 23 

ＡＺ .............. ＡＵＴＯモードの地域設定 .................................................................... 47 

ＢＬ .............. バック・ライト ＯＮ／ＯＦＦ ............................................................... 45 

ＢＭ .............. メモリ・バンク・リンク ....................................................................... 38 

ＢＮ .............. ダミーコマンド（ＥＥＰＲＯＭバンク選択） ............................................. 63 

ＢＰ .............. ビープ音量 ......................................................................................... 45 

ＢＱ .............. サーチ・バンク・リンク ＯＮ／ＯＦＦ ................................................... 30 

ＢＳ .............. サーチ・バンク・リンク ....................................................................... 30 

ＢＴ .............. ビープ音発音指示 ................................................................................ 45 

ＢＷ .............. ＩＦバンド幅 ...................................................................................... 25 

ＣＦ .............. スペクトラム・センター周波数 ............................................................... 58 

ＣＫ .............. 時計＆カレンダー ................................................................................ 42 

ＣＬ .............. シリアル回線選択 ................................................................................ 46 

ＣＮ .............. ＣＴＣＳＳ ......................................................................................... 56 

ＣＷ .............. ＣＷピッチ ......................................................................................... 26 

ＤＡ .............. ＶＦＯモード ボイス・スケルチ ............................................................ 27 

ＤＢ .............. ＶＦＯモード ノイズ・スケルチ ............................................................ 27 

ＤＣ .............. ＤＣＳ .............................................................................................. 56 

ＤＤ .............. ＶＦＯディレイ・タイム ....................................................................... 27 

ＤＥ .............. データ・エディタ ................................................................................ 60 

ＤＸ .............. ＤＴＭＦ受信文字列 ............................................................................. 26 

ＥＦ .............. スペクトラム・エンド周波数 .................................................................. 58 

ＥＮ .............. ディ・エンファシス ............................................................................. 26 

ＥＸ .............. リモート解除 ...................................................................................... 20 

ＦＤ .............. スペクトル情報高速アップロード ............................................................ 59 

ＦＥ .............. スペクトラム・ステップ周波数 ............................................................... 58 

ＦＦ .............. ＦＦＴサーチモード ............................................................................. 18 

ＦＬ .............. サーチ検出周波数リスト ....................................................................... 61 

ＦＭ .............. サーチ検出周波数リストをメモリ・バンクにコピーする ............................... 61 
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ＦＰ .............. スペクトラム・周波数スパン .................................................................. 58 

ＧＡ .............. メモリ・チャンネル・セレクト設定 ......................................................... 35 

ＧＤ .............. セレクト・メモリ全解除 ....................................................................... 36 

ＧＬ .............. スペクトル情報標準アップロード ............................................................ 59 

ＧＭ .............. スキャン・グループ 設定・読み出し ...................................................... 37 

ＧＲ .............. セレクト・メモリ一覧の読み出し ............................................................ 36 

ＧＳ .............. サーチ・グループ 設定・読み出し ......................................................... 29 

ＨＮ .............. プリセレクション・フィルタ .................................................................. 57 

ＨＰ .............. ＨＰＦ .............................................................................................. 25 

ＨＱ .............. レベル・スケルチ ................................................................................ 22 

ＩＳ .............. ＩＦシフト ......................................................................................... 55 

ＫＣ .............. マーカー周波数＆信号強度の連続読み出し ................................................ 59 

ＫＦ .............. マーカー周波数 ................................................................................... 59 

ＫＧ .............. マーカー周波数を受信周波数にする ......................................................... 59 

ＬＣ .............. サーチ検出時の周波数情報出力 ............................................................... 19 

ＬＭ .............. Ｓメータ情報の読み出し ....................................................................... 18 

ＬＰ .............. ＬＰＦ .............................................................................................. 25 

ＬＳ .............. オート・ノッチ ................................................................................... 54 

ＬＴ .............. Ｓメータ情報の定期的報告 .................................................................... 19 

ＭＡ .............. メモリ・チャンネル設定内容の読み出し ................................................... 35 

ＭＢ .............. メモリ・バンク削除 ............................................................................. 36 

ＭＤ .............. 復調モード ......................................................................................... 24 

ＭＬ .............. メモリ・バンク・リンク ＯＮ／ＯＦＦ ................................................... 38 

ＭＭ .............. フラッシュ・メモリへの記憶 .................................................................. 53 

ＭＰ .............. メモリ・チャンネル・パス設定 ............................................................... 35 

ＭＱ .............. メモリ・チャンネル削除 ....................................................................... 36 

ＭＲ .............. メモリ・チャンネル読み出しモード ......................................................... 17 

ＭＳ .............. スキャンモード ................................................................................... 17 

ＭＴ .............. ダミーコマンド（手動チューニング） ...................................................... 63 

ＭＸ .............. メモリ・チャンネル設定 ....................................................................... 34 

ＭＺ .............. メモリ・チャンネル登録状況問い合わせ ................................................... 61 

ＮＢ .............. ノイズ・ブランカ ................................................................................ 54 

ＮＥ .............. ノイズ・スケルチ ＯＮ／ＯＦＦ ............................................................ 61 

ＮＱ .............. ノイズ・スケルチ ................................................................................ 62 

ＮＲ .............. ノイズ・リダクション（デノイザ） ......................................................... 54 

ＰＤ .............. パス周波数削除 ................................................................................... 33 

ＰＯ .............. プライオリティ受信 ＯＮ／ＯＦＦ ......................................................... 43 

ＰＰ .............. プライオリティ・チャンネル .................................................................. 43 

ＰＲ .............. パス周波数リスト ................................................................................ 33 

ＰＳ .............. パス周波数設定 ................................................................................... 32 

ＰＷ .............. パス周波数設定 ................................................................................... 32 

ＱＨ .............. レベル・スケルチ・ヒステリシス ............................................................ 54 

ＱＭ .............. ＤＴＭＦ ＯＮ／ＯＦＦ ....................................................................... 26 
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ＱＮ .............. ノイズ・スケルチ ................................................................................ 62 

ＱＰ .............. 待機状態へ ......................................................................................... 21 

ＱＳ .............. サーチ・バンク削除 ............................................................................. 29 

ＱＴ .............. スリープ・タイマー ............................................................................. 21 

ＲＦ .............. 受信周波数設定 ................................................................................... 16 

ＲＧ .............. ＲＦゲイン ......................................................................................... 44 

ＲＱ .............. レベル・スケルチ ................................................................................ 22 

ＲＳ .............. リセット ............................................................................................ 53 

ＲＴ .............. 現在の受信モード状態の定期的報告 ......................................................... 17 

ＲＸ .............. 現在の受信モード状態を表示する ............................................................ 16 

ＳＡ .............. サーチモード ボイス・スケルチ ............................................................ 31 

ＳＢ .............. サーチモード ノイズ・スケルチ ............................................................ 31 

ＳＣ .............. ボイス・スクランブル .......................................................................... 55 

ＳＤ .............. サーチモード ディレイ時間 .................................................................. 31 

ＳＤ□ＤＥＬ ... ＳＤカードのファイル削除 .................................................................... 49 

ＳＤ□ＤＩＲ ... ＳＤカードのファイル情報一覧取得 ......................................................... 48 

ＳＤ□ＦＭＴ ... ＳＤカードのフォーマット .................................................................... 49 

ＳＤ□ＩＮＦ ... ＳＤカード情報取得 ............................................................................. 48 

ＳＤ□ＭＭＲ ... ＳＤカードからのメモリ内容インポート ................................................... 52 

ＳＤ□ＭＭＷ ... ＳＤカードへのメモリ内容エクスポート ................................................... 51 

ＳＤ□ＰＬＹ ... ＳＤカードから再生開始 ／ 再生終了 ................................................... 50 

ＳＤ□ＰＳＴ ... ＳＤカード録音再生状態の問い合わせ ...................................................... 51 

ＳＤ□ＲＥＣ ... ＳＤカードへの録音開始 ／ 録音終了 ................................................... 50 

ＳＤ□ＲＥＮ ... ＳＤカードのファイル名の変更 ............................................................... 52 

ＳＤ□ＲＳＱ ... ＳＤカード録音モードの設定 .................................................................. 50 

ＳＥ .............. サーチ・バンク設定 ............................................................................. 28 

ＳＦ .............. シリアル回線フロー制御 ....................................................................... 46 

ＳＨ .............. ステップ・アジャスト .......................................................................... 24 

ＳＪ .............. サブ・ステップ ................................................................................... 25 

ＳＭ .............. セレクト・スキャンモード .................................................................... 18 

ＳＰ .............. サーチモード ポーズ時間 .................................................................... 32 

ＳＲ .............. サーチ・バンク設定内容の読み出し ......................................................... 28 

ＳＳ .............. サーチモード ...................................................................................... 18 

ＳＴ .............. ステップ周波数 ................................................................................... 24 

ＴＣ .............. Ｔａｐｅ接点変化時の自動報告 ............................................................... 62 

ＴＦ .............. スペクトラム・スタート周波数 ............................................................... 57 

ＴＩ .............. プライオリティ・インターバル時間 ......................................................... 43 

ＴＭ .............. メモリ・チャンネル・タイトル ............................................................... 34 

ＴＰ .............. Ｔａｐｅ接点情報 ................................................................................ 62 

ＴＲ .............. スリープ・タイマー自動報告 .................................................................. 21 

ＴＴ .............. サーチ・バンク・タイトル .................................................................... 28 

ＴＵ .............. ダミーコマンド（チューニング） ............................................................ 63 

ＴＶ .............. ビデオ ＯＮ／ＯＦＦ .......................................................................... 57 
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ＵＢ .............. シリアル回線速度 ................................................................................ 46 

Ｖｘ .............. ＶＦＯ選択／受信周波数設定 .................................................................. 16 

ＶＨ .............. デュアルバンド受信音量バランス ............................................................ 41 

ＶＬ .............. 音量 ................................................................................................. 22 

ＶＮ .............. ビデオＩＦ方向反転 ............................................................................. 57 

ＶＱ .............. ボイス・スケルチ ＯＮ／ＯＦＦ ............................................................ 23 

ＶＲ .............. バージョン情報取得 ............................................................................. 53 

ＶＳ .............. ＶＦＯサーチモード ............................................................................. 18 

ＶＴ .............. ボイス・スケルチ・ディレイ .................................................................. 23 
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ＶＷ .............. デュアルバンド受信の開始／終了／フォーカスＶＦＯ切り替え ...................... 41 

ＷＦ .............. オフセット２波受信のオフセット周波数 ................................................... 41 

ＷＭ .............. オフセット２波受信のメインオフセット周波数........................................... 42 
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ＷＶ .............. オフセット２波受信音量バランス ............................................................ 42 
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4. コマンド解説 
 

4.1. 各種受信モードに関するコマンド 

Ｖｘ  ＶＦＯ選択／受信周波数設定 

設定： Ｖｘ<CR>   または Ｖｘｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

ｘはＡ／Ｂ／Ｃ／Ｄ／Ｅのどれかで、ＶＦＯを指定する。 

周波数は、小数点を含まない値だったらＨｚ単位で、小数点を含む値だったらＭＨｚ単位で設定する。 

 

 

ＲＦ  受信周波数設定 

設定： ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

小数点を含まない値を指定されたらＨｚ単位で、小数点を含む値を指定されたらＭＨｚ単位で設定する。

またＶＦＯモードに移行して、ＶＦＯの情報を表示する。 

 

取得： ＲＦ<CR> 

ＶＦＯモードに移行して、ＶＦＯの情報を表示する。 

 

 

ＲＸ  現在の受信モード状態を表示する 

取得： ＲＸ<CR> 

レスポンスは以下のとおり。 

 

ＶＦＯモード時は 

Ｖｘ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＳＴｎｎｎｎｎｎａ□ＡＵｎ□ＭＤｎｎ□<CR><LF> 

 

メモリ・チャンネル読み出しモード時は 

ＭＲ□ＭＸｎｎｎｎ□ＭＰｎ□ＧＡｎ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＳＴｎｎｎｎｎｎａ□ＡＵｎ□Ｍ

Ｄｎｎ□ＴＭｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ□<CR><LF> 

 

スキャンモード時は 

ＭＳ□ＭＸｎｎｎｎ□ＭＰｎ□ＧＡｎ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＳＴｎｎｎｎｎｎａ□ＡＵｎ□Ｍ

Ｄｎｎ□ＴＭｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ□<CR><LF> 

 

セレクト・スキャンモード時は 

ＳＭ□ＭＸｎｎｎｎ□ＭＰｎ□ＧＡｎ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＳＴｎｎｎｎｎｎａ□ＡＵｎ□Ｍ

Ｄｎｎ□ＴＭｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ□<CR><LF> 
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サーチモード時は 

ＳＲｎｎ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＳＴｎｎｎｎｎｎａ□ＡＵｎ□ＭＤｎｎ□ＴＴｃｃｃｃｃｃｃ

ｃｃｃｃｃ□<CR><LF> 

 

ＶＦＯサーチモード時は 

ＶＳ□Ｖｘ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＳＴｎｎｎｎｎｎａ□ＡＵｎ□ＭＤｎｎ□<CR><LF> 

 

ＦＦＴサーチモード時は 

ＦＦｎｎ□ＦＳｎｎ□ＦＴ－ｎｎｎ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR><LF> 

 

 

ＲＴ  現在の受信モード状態の定期的報告 

設定： ＲＴｎｎｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００００～６０００。約１０ｍＳ単位で設定した周期で、ＲＸコマンドのレスポンスを

出力する。（１秒周期で出力する場合は１００を設定する） 

００００を設定した場合は、現在の受信モード状態の定期的報告をおこなわない。 

工場出荷時の初期値は００００。 

 

取得： ＲＴ<CR> 

レスポンスの形式は ＲＴｎｎｎｎ□<CR><LF>。 

 

 

ＭＲ  メモリ・チャンネル読み出しモード 

設定： ＭＲｍｍｎｎ<CR> 

ｍｍはメモリ・バンク番号で００～３９。ｎｎはチャンネル番号で００～９９。 

指定されたメモリ・バンク＆チャンネルが登録されていない場合は、エラーになる。 

 

 

ＭＳ  スキャンモード 

設定： ＭＳｍｍ<CR> 

ｍｍはメモリ・バンク番号で００～３９。 

指定されたメモリ・バンクに、チャンネルがまったく登録されていない場合は、エラーになる。 
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ＳＭ  セレクト・スキャンモード 

設定： ＳＭ<CR> 

セレクトされているメモリ・チャンネルが無い場合は、エラーになる。 

 

 

ＳＳ  サーチモード 

設定： ＳＳｍｍ<CR> 

ｍｍはサーチ・バンク番号で００～３９。 

指定されたサーチ・バンクが登録されていない場合は、エラーになる。 

 

 

ＶＳ  ＶＦＯサーチモード 

設定： ＶＳｘ<CR> 

ｘはＡ／Ｂ／Ｃ／Ｄ／Ｅ。 

ｘを指定しなかった場合は、それまでにＶＦＯモードで受信していたＶＦＯ。 

 

 

ＦＦ  ＦＦＴサーチモード 

設定： ＦＦｍｍ□ＦＳｎｎ□ＦＴ－ｄｄｄ<CR> 

ＦＦｍｍはサーチ・バンク番号で００～３９。指定されたサーチ・バンクが登録されていない場合は、

エラーになる。 

ＦＳｎｎはＦＦＴサーチのステップ周波数で００～１０。 ００：５ｋＨｚ、０１：６．２５ｋＨｚ、

０２：８．３３３ＫＨｚ、０３：９ｋＨｚ、０４：１０ｋＨｚ、０５：１２．５ｋＨｚ、０６：２０ｋＨ

ｚ、０７：２５ｋＨｚ、０８：３０ｋＨｚ、０９：５０ｋＨｚ、１０：１００ｋＨｚ。 ＦＳコマンドは

ＦＦコマンドのサブコマンドとして機能する。単独のコマンドとして設定しようとするとエラーになる。 

ＦＴ－ｄｄｄはＦＦＴサーチの閾値で０～－１１０。単位はｄＢ。ＦＴコマンドはＦＦコマンドのサブ

コマンドとして機能する。単独のコマンドとして設定しようとするとエラーになる。 

 

 

ＬＭ  Ｓメータ情報の読み出し 

取得： ＬＭ<CR>    または ＬＭＸ<CR> 

ＬＭ<CR>の時のレスポンスは 

ＬＭａｘｘ□<CR><LF>   というフォーマット。 

ａはスケルチの状態を表示する。「□（空白文字）」でスケルチ・オープン（通常）。「％」でスケル

チ・クローズ。「Ｖ」でボイス・スケルチによるオープン。「Ａ」でＡＰＣＯ－Ｐ２５。「Ｅ」でＡＰＣ

Ｏ－Ｐ２５による秘話通信。「Ｄ」でＣＴＣＳＳまたはＤＣＤによるオープン。「！」でオフセット方式
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２波受信中に、オフセット周波数側がスケルチ・オープン。「＃」でオフセット方式２波受信中に、メイ

ン周波数側とオフセット周波数側の両方でスケルチ・オープン。 

ｘｘは、Ｓメータの値を１６進数で００～ＦＦの範囲の値に変換して出力する。 

 

ＬＭＸ<CR>の時のレスポンスは 

ＬＭｎｎｎ．ｎａｆ□<CR><LF>   というフォーマット。 

ｎｎｎ．ｎは、Ｓメータの値をｄＢ単位で出力する。 

ａはスケルチの状態を表示する。「Ｐ」でスケルチ・オープン（通常）。「□（空白文字）」でスケル

チ・クローズ。「Ｖ」でボイス・スケルチによるオープン。「Ａ」でＡＰＣＯ－Ｐ２５。「Ｅ」でＡＰＣ

Ｏ－Ｐ２５による秘話通信。「Ｄ」でＣＴＣＳＳまたはＤＣＤによるオープン。「Ｑ」でオフセット方式

２波受信中に、オフセット周波数側がスケルチ・オープン。「Ｒ」でオフセット方式２波受信中に、メイ

ン周波数側とオフセット周波数側の両方でスケルチ・オープン。 

ｆのｂｉｔ７－４は固定値で０１００。 

ｆのｂｉｔ３はリモートフラグ。ＵＳＢまたはＡＵＸ端子でシリアルデータを受信した時に１になる。

シリアルポートを初期化したときと、ＥＸコマンドが実行された時にリモートフラグは０になる。 

ｆのｂｉｔ２－０は、サーチ／ＦＦＴサーチ／スキャンが範囲を１周するごとにカウントアップされる

カウンタ。 

 

 

ＬＴ  Ｓメータ情報の定期的報告 

設定： ＬＴｎｎｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００００～６０００。約１０ｍＳ単位で設定した周期で、ＬＭコマンドのレスポンスを

出力する。（１秒周期で出力する場合は１００を設定する） 

００００を設定した場合は、Ｓメータ情報の定期的報告をおこなわない。 

工場出荷時の初期値は００００。 

 

取得： ＬＴ<CR> 

レスポンスの形式は ＬＴｎｎｎｎ□<CR><LF>。 

 

 

ＬＣ  サーチ検出時の周波数情報出力 

設定： ＬＣｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。１が設定されている時は、サーチ／スキャン時に信号を検出したときに周波数

情報を出力する。また、ＶＦＯモード時は周波数を変えてから最初にスケルチがオープンした時に周波数

情報を出力する。 

 

取得： ＬＣ<CR> 

レスポンスの形式は ＬＣｎ□<CR><LF>。 
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△(1EH)  ダイヤル・アップ 

設定： <0x1E> 

メイン･ダイヤルを時計回りに１ステップ回転させるのと同様の操作をおこなう。 

 

 

▽(1FH)  ダイヤル・ダウン 

設定： <0x1F> 

メイン･ダイヤルを反時計回りに１ステップ回転させるのと同様の操作をおこなう。 

 

 

ＥＸ  リモート解除 

設定： ＥＸ<CR> 

リモート状態を解除する。 

 

 



 

21 

4.2. 電源 

ＱＰ  待機状態へ 

設定： ＱＰ<CR> 

設定内容をフラッシュメモリに記憶して、待機状態に入る。 

 

 

ＱＴ  スリープ・タイマー 

設定： ＱＴｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００～６０。自動的に待機状態へ移行するまでの時間を１分単位で設定する。 

 

取得： ＱＴ<CR> 

レスポンスの形式は ＱＴｎｎ□<CR><LF>。待機状態へ移行するまでの残り時間を１分単位で表示。 

 

 

ＴＲ  スリープ・タイマー自動報告 

設定： ＴＲｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。１を設定すると、待機状態へ移行するまでの残り時間を、１分ごとに自動的に

ＱＴコマンドのレスポンスの形式で報告する。 

 

取得： ＴＲ<CR> 

レスポンスの形式は ＴＲｎ□<CR><LF>。 

 

 

ｘ(任意のキャラクタ)  通常動作状態へ移行 

設定： 待機状態では、どのキャラクタでも、待機状態から通常動作状態へ移行する。 

 

 



 

22 

4.3. 音量・スケルチ・復調 

ＶＬ  音量 

設定： ＶＬｎｎｎ<CR> 

ｎｎｎは音量設定値で、０００～２５５。 

 

取得： ＶＬ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＶＬ□ｎｎｎ□<CR><LF> 

 

 

ＲＱ  レベル・スケルチ 

設定： ＲＱｎｎｎ<CR>   または ＲＱｎｎｎ．ｎ<CR> 

現在の周波数に応じて、ＨＦ帯レベル･スケルチとＵＶ帯レベル・スケルチと自動的に判断して設定する。 

ＲＱｎｎｎ<CR>の場合は、ｎｎｎは０００～２５５。 

ＲＱｎｎｎ．ｎ<CR>と小数点をつけた数値を指定すると、指定したｄＢ値に対応したスケルチ・レベ

ルが設定される。ｎｎｎ．ｎは０．０～１４０．０。 

 

取得： ＲＱ<CR>   または ＲＱ．<CR> 

現在の周波数に応じて、ＨＦ帯レベル･スケルチとＵＶ帯レベル・スケルチと自動的に判断して設定値を

表示する。 

ＲＱ<CR>の時のレスポンスの形式は、 ＲＱａｎｎｎ□<CR><LF> 

ａは、設定値でスケルチがオープンになる場合は「＋」、クローズになる場合は「□（空白文字）」。 

ｎｎｎは設定値で０００～２５５。 

ＲＱ．<CR>の時のレスポンスの形式は、 ＲＱａｎｎｎ．ｎ□<CR><LF> 

ａは、設定値でスケルチがオープンになる場合は「＋」、クローズになる場合は「□（空白文字）」。 

ｎｎｎ．ｎは設定値をｄＢ値に変換した値で、０００．０～１４０．０。 

 

 

ＨＱ  レベル・スケルチ 

設定： ＨＱｕｕｕ□ｈｈｈ<CR>   または ＨＱｕｕｕ．ｕ□ｈｈｈ．ｈ<CR> 

最初の設定値でＵＶ帯レベル･スケルチを、空白文字で区切られた次の設定値でＨＦ帯レベル・スケルチ

を、同時に設定する。 

設定値に小数点が含まれない場合は、設定値の範囲は０００～２５５。 

設定値に小数点が含まれた数値を指定すると、指定したｄＢ値に対応したスケルチ・レベルが設定され

る。設定値の範囲は０．０～１４０．０。 

 

取得： ＨＱ<CR>   または ＨＱ．<CR> 

ＨＱ<CR>の時のレスポンスの形式は、 ＨＱｕｕｕ□ｈｈｈ□<CR><LF> 
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ｕｕｕはＵＶ帯レベル・スケルチ設定値で０００～２５５。 

ｈｈｈはＨＦ帯レベル・スケルチ設定値で０００～２５５。 

ＨＱ．<CR>の時のレスポンスの形式は、 ＨＱｕｕｕ．ｕ□ｈｈｈ．ｈ□<CR><LF> 

ｕｕｕ．ｕはＵＶ帯レベル・スケルチ設定値をｄＢ値に変換した値で、０００．０～１４０．０。 

ｈｈｈ．ｈはＨＦ帯レベル・スケルチ設定値をｄＢ値に変換した値で、０００．０～１４０．０。 

 

 

ＶＱ  ボイス・スケルチ ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＶＱｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：ボイス・スケルチ ＯＦＦ、１：ボイス・スケルチ ＯＮ。 

 

取得： ＶＱ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＶＱｎ□<CR><LF> 

 

 

ＶＴ  ボイス・スケルチ・ディレイ 

設定： ＶＴｎｎｎ<CR> 

ボイス・スケルチのディレイ・タイム。設定値の範囲は０００～２５５。 

 

取得： ＶＴ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＶＴｎｎｎ<CR><LF> 

 

 

ＶＶ  ボイス・スケルチ・レベル 

設定： ＶＶｎ<CR> 

ボイス・スケルチのレベル。設定値の範囲は０～７。 

 

取得： ＶＶ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＶＶｎ<CR><LF> 

 

 

ＡＵ  ＡＵＴＯモード ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＡＵｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：ＡＵＴＯモード ＯＦＦ、１：ＡＵＴＯモード ＯＮ。 

 

取得： ＡＵ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＡＵｎ□<CR><LF> 



 

24 

ＭＤ  復調モード 

設定： ＭＤｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００～０８と２１～３５。 

００：ＦＭ、０１：ＦＭＳＴ、０２：ＡＭ、０３：ＳＡＭ、０４：ＵＳＢ、０５：ＬＳＢ、０６：ＣＷ、

０７：ＩＳＢ、０８：ＡＩＱ。 

２１：ＷＦＭ１、２２：ＷＦＭ２、２３：ＦＭＳＴ、２４：ＮＦＭ、２５：ＳＦＭ、２６：ＷＡＭ、２

７：ＡＭ、２８：ＮＡＭ、２９：ＳＡＭ、３０：ＵＳＢ、３１：ＬＳＢ、３２：ＣＷ１、３３：ＣＷ２、

３４：ＩＳＢ、３５：ＡＩＱ。 

 

取得： ＭＤ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＭＤｎｎ□<CR><LF> 

 

 

ＳＴ  ステップ周波数 

設定： ＳＴｎｎｎｎｎｎ<CR> 

設定値に小数点が含まれていればｋＨｚ単位、小数点が含まれていなければＨｚ単位で設定する。 

設定値の範囲は０～９９９．９９９ｋＨｚ。ただし０を指定すると１０００ｋＨｚとして動作する。 

 

取得： ＳＴ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＳＴｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> 

ｎｎｎｎｎｎはＨｚ単位のステップ周波数。ただし１０００ｋＨｚの時は、「００００００」となる。 

 

 

ＳＨ  ステップ・アジャスト 

設定： ＳＨｎｎｎｎｎｎ<CR> 

設定値に小数点が含まれていればｋＨｚ単位、小数点が含まれていなければＨｚ単位で設定する。 

設定値の範囲は０～９９９．９９９ｋＨｚ。ただしステップ周波数の値より小さいこと。 

 

取得： ＳＨ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＳＨｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> 

ｎｎｎｎｎｎはＨｚ単位のステップ・アジャスト周波数。 
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ＳＪ  サブ・ステップ 

設定： ＳＪｘ<CR> 

設定値の範囲は０～Ａ。（１６進数表記） 

０：ＭＡＩＮ、１：×１０、２：１００Ｈｚ、３：５００Ｈｚ、４：１ｋＨｚ、５：５ｋＨｚ、６：１

０ｋＨｚ、７：５０ｋＨｚ、８：１００ｋＨｚ、９：５００ｋＨｚ、Ａ：１０００ｋＨｚ。 

 

取得： ＳＪ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＳＪｘ□<CR><LF> 

 

 

ＢＷ  ＩＦバンド幅 

設定： ＢＷｎ<CR> 

設定値の範囲は０～８。ただし、周波数やモードによって設定できない値を設定しようとした場合は、

エラーになる。 

０：２００Ｈｚ、１：５００Ｈｚ、２：１ｋＨｚ、３：３ｋＨｚ、４：６ｋＨｚ、５：１５ｋＨｚ、６：

３０ｋＨｚ、７：１００ｋＨｚ、８：２００ｋＨｚ。 

 

取得： ＢＷ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＢＷｎ□<CR><LF> 

 

 

ＬＰ  ＬＰＦ 

設定： ＬＰｎ<CR> 

設定値の範囲は０～２。０：３ｋＨｚ、１：６ｋＨｚ、２：スルー。 

 

取得： ＬＰ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＬＰｎ□<CR><LF> 

 

 

ＨＰ  ＨＰＦ 

設定： ＨＰｎ<CR> 

設定値の範囲は０～２。０：スルー、１：３００Ｈｚ、２：６００Ｈｚ。 

 

取得： ＨＰ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＨＰｎ□<CR><LF> 
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ＥＮ  ディ・エンファシス 

設定： ＥＮｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：５０μＳ、１：７５μＳ。 

 

取得： ＥＮ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＥＮｎ□<CR><LF> 

 

 

ＣＷ  ＣＷピッチ 

設定： ＣＷｎ<CR> 

設定値の範囲は０～７。 

０：４００Ｈｚ、１：５００Ｈｚ、２：６００Ｈｚ、３：７００Ｈｚ、４：８００Ｈｚ、５：９００Ｈ

ｚ、６：１０００Ｈｚ、７：１１００Ｈｚ。 

 

取得： ＣＷ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＣＷｎ□<CR><LF> 

 

 

ＱＭ  ＤＴＭＦ ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＱＭｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：ＤＴＭＦ ＯＦＦ、１：ＤＴＭＦ ＯＮ。 

 

取得： ＱＭ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＱＭｎ□<CR><LF> 

 

 

ＤＸ  ＤＴＭＦ受信文字列 

設定： ＤＸ％<CR> 

ＤＴＭＦ受信文字列をクリアする。 

 

取得： ＤＸ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＤＸｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ□<CR><LF> 

受信した最新１５文字分の文字列を表示する。 
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ＤＢ  ＶＦＯモード ノイズ・スケルチ 

設定： ＤＢｎｎｎ<CR> 

ＶＦＯモードの現在の周波数に応じて、ＨＦ帯ノイズ･スケルチとＵＶ帯ノイズ・スケルチとを自動的に

判断して設定する。 

設定値の範囲は０００～２５５。 

０００ならノイズ・スケルチはＯＦＦ。００１～２５５でノイズ・スケルチ・レベルを設定する。 

 

取得： ＤＢ<CR> 

ＶＦＯモードの現在の周波数に応じて、ＨＦ帯ノイズ･スケルチとＵＶ帯ノイズ・スケルチとを自動的に

判断して設定値を表示する。 

レスポンスの形式は、 ＤＢ□ｎｎｎ□<CR><LF> 

ｎｎｎは設定値で０００～２５５。０００ならノイズ・スケルチはＯＦＦ。 

 

 

ＤＡ  ＶＦＯモード ボイス・スケルチ 

設定： ＤＡｎｎｎ<CR> 

ＶＦＯモードの現在の設定に対して、ボイス・スケルチに関する設定をおこなう。 

設定値の範囲は０００～２５５。 

設定値のｂｉｔ７はボイス・スケルチのＯＮ／ＯＦＦ（ＶＱコマンド相当）を設定する。設定値のｂｉ

ｔ６－４はボイス・スケルチ・レベル（ＶＶコマンド相当）を設定する。設定値のｂｉｔ３－０は１６倍

してボイス・スケルチ・ディレイ（ＶＴコマンド相当）を設定する。 

 

取得： ＤＡ<CR> 

ＶＦＯモードの現在の設定に応じて、ボイス･スケルチに関する設定値を表示する。 

レスポンスの形式は、 ＤＡ□ｎｎｎ□<CR><LF> 

ｎｎｎは０００～２５５。ｂｉｔ７はボイス・スケルチＯＮ／ＯＦＦ（ＶＱコマンド相当）を表す。ｂ

ｉｔ６－４はボイス・スケルチ・レベル（ＶＶコマンド相当）を表す。ｂｉｔ３－０がボイス・スケルチ・

ディレイ（ＶＴコマンド相当）の上位４ビットを表す。 

 

 

ＤＤ  ＶＦＯディレイ・タイム 

設定： ＤＤｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００～９９。０．１秒単位の値を設定する。 

 

取得： ＤＤ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＤＤｎ．ｎ□<CR><LF> 

ｎ．ｎは０．０～９．９。 

 



 

28 

5. サーチ 

ＳＥ  サーチ・バンク設定 

設定： ＳＥｎｎ□ＳＬｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＳＵｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□・・・<CR> 

ＳＥｎｎはサーチ・バンク番号で００～３９。必須項目。 

ＳＬｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎはサーチ範囲スタート周波数。必須項目。 

ＳＵｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎはサーチ範囲エンド周波数。必須項目。 

ＳＬおよびＳＵの周波数設定は、小数点を含まない場合はＨｚ単位で、小数点を含む場合はＭＨｚ単位

で設定する。 

 

以下のサブコマンドは必要に応じて設定できる。「□（空白文字）」で区切って設定する。ＴＴサブコ

マンドは最後に配置しなければならないが、それ以外のサブコマンドはどんな順番でも良い。 

ＳＴｎｎｎｎｎｎは、サーチ・ステップ周波数。設定値の範囲は０～１０００ｋＨｚ。小数点を含まな

い場合はＨｚ単位で、小数点を含む場合はｋＨｚ単位で設定する。なお０が指定された場合は、１０００

ｋＨｚとして設定する。 

ＳＨｎｎｎｎｎｎは、サーチ・ステップ・アジャスト周波数。設定値の範囲は０～９９９．９９９ｋＨ

ｚ、ただしサーチ・ステップ周波数よりも小さいこと。小数点が含まれていればｋＨｚ単位、小数点が含

まれていなければＨｚ単位で設定する。 

ＡＵｎは、ＡｕｔｏモードＯＮ／ＯＦＦ。設定値の範囲は０～１。 

ＢＷｎは、ＩＦバンド幅。設定値の範囲は０～９。 

ＭＤｎｎは、復調モード。設定値の範囲は００～０８と２１～３５。 

ＡＴｎは、ＲＦアンプとアッテネータ。設定値の範囲は０～４。 

ＡＮｎは、アンテナ。設定値の範囲は０～４。 

ＴＴｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃは、サーチ・バンクのタイトル。ＴＴの次の文字から行の終わりまでの

先頭１２文字は、空白文字も含めてタイトルとして設定する。 

 

 

ＴＴ  サーチ・バンク・タイトル 

設定： ＴＴｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ<CR> 

サーチ・バンクのタイトル。ＴＴの次の文字から行の終わりまでの先頭１２文字は、空白文字も含めて

現在のサーチ・バンクのタイトルとして設定する。 

 

 

ＳＲ  サーチ・バンク設定内容の読み出し 

取得： ＳＲｎｎ<CR> 

ｎｎはサーチ・バンク番号で００～３９。指定したサーチ･バンクの設定内容を表示する。 

レスポンスの形式は、 
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ＳＥｎｎ□ＳＬｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＳＵｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＳＴｎｎｎｎｎｎ□ＡＵｎ□ＭＤ

ｎｎ□ＡＴｙｎ□ＡＮｍｎ□ＴＴｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ□<CR><LF> 

なお、指定したサーチ・バンクが未登録の場合は 

ＳＥｎｎ□－－－□<CR><LF> 

 

 

ＱＳ  サーチ・バンク削除 

設定： ＱＳ<CR>   または ＱＳｎｎ<CR> 

ＱＳ<CR>では、現在のサーチ・バンクを削除する。 

ＱＳｎｎ<CR>では、指定したサーチ・バンク番号を削除する。設定値の範囲は００～３９。 

なお削除するサーチ・バンクに設定されていたパス周波数情報も同時に削除される。 

 

 

ＧＳ  サーチ・グループ 設定・読み出し 

設定： ＧＳｎｎ□ＳＤｎｎ□ＳＢｎｎｎ□ＳＡｎｎｎ□ＳＰｎｎ□ＡＳｎ□ＢＱｎ□ＢＫａａｂｂｃ

ｃｄｄ・・・<CR> 

ＧＳｎｎはサーチ・グループ番号で００～１９。必須項目。以下に続くサブコマンドの内容を設定して

から、指定されたサーチ・グループを選択する。 

 

以下のサブコマンドは必要に応じて設定できる。「□（空白文字）」で区切って設定する。 

ＳＤｎｎは、サーチ・ディレイ時間。設定値の範囲は００～９９とＦＦ。００～９９の場合は０．１秒

単位でのディレイ時間を設定する。ＦＦならホールド。 

ＳＢｎｎｎは、ノイズ・スケルチ設定。設定値の範囲は０００～２５５。 

ＳＡｎｎｎは、ボイス・スケルチ設定。設定値の範囲は０００～２５５。 

ＳＰｎｎは、サーチ・ポーズ時間。設定値の範囲は００～６０。１秒単位でポーズ時間を設定する。 

ＡＳｎは、オート・ストア。設定値の範囲は０～１。 

ＢＱｎは、バンク・リンクのＯＮ／ＯＦＦ。設定値の範囲は０～１。 

ＢＫａａｂｂｃｃｄｄ・・・は、サーチ・バンク・リンク設定。リンクするサーチ・バンク番号を２桁

の数字で列記していく。 

 

取得： ＧＳ<CR>   または ＧＳｎｎ<CR>   または ＧＳ％％<CR> 

ＧＳ<CR>では、現在のサーチ・グループの設定内容を表示する。 

ＧＳｎｎ<CR>では、指定されたサーチ・グループ番号を現在のサーチ･グループとしたうえで、サーチ・

グループの設定内容を表示する。設定値の範囲は００～１９。 

いずれもレスポンスの形式は 

ＧＳｎｎ□ＳＤｎ．ｎ□ＳＢ□ｎｎｎ□ＳＡ□ｎｎｎ□ＳＰｎｎ□ＡＳｎ□ＢＱｎ□ＢＳ□ｂ□ｂ□

ｂ・・（４０バンク分）・・□ｂ□<CR> 

ＧＳｎｎは、サーチ・グループ番号。 

ＳＤｎ．ｎは、サーチ・ディレイ時間。 

ＳＢｎｎｎは、ノイズ・スケルチ設定。 
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ＳＡｎｎｎは、ボイス・スケルチ設定。 

ＳＰｎｎは、サーチ・ポーズ時間。 

ＡＳｎは、オート・ストア。 

ＢＱｎは、バンク・リンクのＯＮ／ＯＦＦ。 

ＢＳ□ｂ□ｂ□ｂ・・（４０バンク分）・・□ｂは、リンクするバンクの情報。最初の「□ｂ」はサー

チ・バンク００の情報、次はサーチ・バンク０１、と続いていって、最後はサーチ・バンク３９。そのバ

ンクをリンクする場合は、ｂはバンク番号の１の位の数字となる。そのバンクをリンクしない場合は、ｂ

は「－」となる。 

 

ＧＳ％％<CR>では、全サーチ・グループの設定内容一覧を表示する。 

 

ＢＱ  サーチ・バンク・リンク ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＢＱｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：サーチ・バンク・リンクＯＦＦ、１：サーチ・バンク・リンクＯＮ。 

 

取得： ＢＱ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＢＱｎ□<CR><LF> 

 

 

ＢＳ  サーチ・バンク・リンク 

設定： ＢＳｎｎ□ｎｎ□ｎｎ□・・・・<CR> 

それぞれのｎｎは「００」～「３９」か「％％」。「□（空白文字）」で区切って並べられた２桁の数

字を、先頭から順番に処理していく。 

「００」～「３９」なら、そのバンクを「リンクする／リンクしない」をトグル動作。「％％」なら、

そこで一旦全バンクのリンクをクリアする。 

 

取得： ＢＳ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＢＳ□ｂ□ｂ□ｂ・・（４０バンク分）・・□ｂ□<CR><LF> 

最初の「□ｂ」はサーチ・バンク００の情報、次はサーチ・バンク０１、と続いていって、最後はサー

チ・バンク３９。そのバンクをリンクする場合は、ｂはバンク番号の１の位の数字となる。そのバンクを

リンクしない場合は、ｂは「－」となる。 

 

 

ＡＳ  サーチ・オート・ストア ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＡＳｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：サーチ・オート・ストアＯＦＦ、１：サーチ・オート・ストアＯＮ。 

 

取得： ＡＳ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＡＳｎ□<CR><LF> 
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ＳＢ  サーチモード ノイズ・スケルチ 

設定： ＳＢｎｎｎ<CR> 

サーチ・モードの現在のサーチ・グループに対して、ノイズ･スケルチのレベルを設定する。 

設定値の範囲は０００～２５５。 

０００ならノイズ・スケルチはＯＦＦ。００１～２５５でノイズ・スケルチ・レベルを設定する。 

 

取得： ＳＢ<CR> 

サーチ・モードの現在のサーチ・グループに対して、ノイズ・スケルチのレベル設定値を表示する。 

レスポンスの形式は、 ＳＢ□ｎｎｎ□<CR><LF> 

ｎｎｎは設定値で０００～２５５。０００ならノイズ・スケルチはＯＦＦ。 

 

 

ＳＡ  サーチモード ボイス・スケルチ 

設定： ＳＡｎｎｎ<CR> 

サーチ・モードの現在のサーチ・グループに対して、ボイス・スケルチに関する設定をおこなう。 

設定値の範囲は０００～２５５。 

設定値のｂｉｔ７はボイス・スケルチのＯＮ／ＯＦＦ（ＶＱコマンド相当）を設定する。設定値のｂｉ

ｔ６－４はボイス・スケルチ・レベル（ＶＶコマンド相当）を設定する。設定値のｂｉｔ３－０は１６倍

してボイス・スケルチ・ディレイ（ＶＴコマンド相当）を設定する。 

 

取得： ＳＡ<CR> 

サーチ・モードの現在のサーチ・グループに対して、ボイス･スケルチに関する設定値を表示する。 

レスポンスの形式は、 ＳＡ□ｎｎｎ□<CR><LF> 

ｎｎｎは０００～２５５。ｂｉｔ７はボイス・スケルチＯＮ／ＯＦＦ（ＶＱコマンド相当）を表す。ｂ

ｉｔ６－４はボイス・スケルチ・レベル（ＶＶコマンド相当）を表す。ｂｉｔ３－０はボイス・スケルチ・

ディレイ（ＶＴコマンド相当）の上位４ビットを表す。 

 

 

ＳＤ  サーチモード ディレイ時間 

設定： ＳＤｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００～９９とＦＦ。００～９９の場合は０．１秒単位でのディレイ時間を設定する。Ｆ

Ｆならホールド。 

 

取得： ＳＤ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＳＤｎ．ｎ□<CR><LF>   または ＳＤＦＦ□<CR><LF> 

ｎ．ｎは０．０～９．９。 
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ＳＰ  サーチモード ポーズ時間 

設定： ＳＰｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００～６０。１秒単位でポーズ時間を設定する。 

 

取得： ＳＰ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＳＰ□ｎｎ□<CR><LF> 

 

 

ＰＳ  パス周波数設定 

設定： ＰＳｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

サーチ／ＦＦＴサーチ／ＶＦＯサーチ・モードであれば、現在のサーチ・バンクに、指定した周波数を

パス周波数として設定する。周波数は、小数点を含んでいなければＨｚ単位、小数点を含んでいればＭＨ

ｚ単位で設定する。 

 

 

ＰＷ  パス周波数設定 

設定： ＰＷ<CR> 

サーチ／ＶＦＯサーチ・モードでサーチ停止中ならば、現在のサーチ・バンクに、現在の周波数をパス

周波数として設定する。 

 

設定： ＰＷｂｂ<CR> 

サーチ／ＶＦＯサーチ・モードでサーチ停止中ならば、指定したサーチ・バンクｂｂに、現在の周波数

をパス周波数として設定する。 

 

設定： ＰＷ：ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR>   または ＰＷ：ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ｍｍｍｍｍ

ｍｍｍｍｍ<CR> 

サーチ／ＦＦＴサーチ／ＶＦＯサーチ・モードであれば、現在のサーチ・バンクに、指定した周波数を

パス周波数として設定する。周波数が２つ指定されていれば、２つの周波数の範囲内をパス周波数範囲と

する。周波数に小数点を含んでいなければＨｚ単位、小数点を含んでいればＭＨｚ単位で設定する。 

 

設定： ＰＷｂｂ□ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR>   または ＰＷｂｂ□ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ｍ

ｍｍｍｍｍｍｍｍｍ<CR> 

サーチ／ＦＦＴサーチ／ＶＦＯサーチ・モードであれば、指定したサーチ・バンクｂｂに、指定した周

波数をパス周波数として設定する。周波数が２つ指定されていれば、２つの周波数の範囲内をパス周波数

範囲とする。周波数に小数点を含んでいなければＨｚ単位、小数点を含んでいればＭＨｚ単位で設定する。 

 

設定： ＰＷ％％<CR> 

サーチ／ＶＦＯサーチ・モードでサーチ停止中ならば、全サーチ・バンクに、現在の周波数をパス周波

数として設定する。 
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設定： ＰＷ％％□ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR>   または ＰＷ％％□ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ｍ

ｍｍｍｍｍｍｍｍｍ<CR> 

全モードで、全サーチ・バンクに、指定した周波数をパス周波数として設定する。周波数が２つ指定さ

れていれば、２つの周波数の範囲内をパス周波数範囲とする。周波数に小数点を含んでいなければＨｚ単

位、小数点を含んでいればＭＨｚ単位で設定する。 

 

 

ＰＤ  パス周波数削除 

設定： ＰＤｎｎｍｍ<CR> 

ｎｎは削除するバンク番号００～４０。４０はＶＦＯサーチ用。「％％」なら、全バンクを対象とする。 

ｍｍは削除するパス周波数番号００～２９。「％％」ならそのバンクの全パス周波数を対象とする。 

 

 

ＰＲ  パス周波数リスト 

取得： ＰＲｎｎ<CR> 

ｎｎはパス周波数リストを取得するバンク番号００～４０。４０はＶＦＯサーチ用。 

レスポンスは、 

ＰＲｎｎ□ｍｍ□ｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆ□<CR><LF> または、パス周波数範囲が設定されていれば 

ＰＲｎｎ□ｍｍ□ｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆ□ｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇ□<CR><LF> 

が１行ずつ出力され、パス周波数リストの最後には 

ＰＲｎｎ□ｍｍ□－－－□<CR><LF> 

レスポンスのｍｍはパス周波数番号で、そのバンクでは００から始まり、１ずつ増えていく数字。 
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5.1. メモリチャンネルとスキャン 

ＭＸ  メモリ・チャンネル設定 

設定： ＭＸｂｂｃｃ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＡＵｎ□・・・<CR> 

ｂｂはメモリ・バンク番号で００～３９。必須項目。 

ｃｃはチャンネル番号で００～９５だが、そのメモリ・バンクに割り当てたチャンネル数まで。必須項

目。 

 

以下のサブコマンドは必要に応じて設定できる。「□（空白文字）」で区切って設定する。ＴＭサブコ

マンドは最後に配置しなければならないが、それ以外のサブコマンドはどんな順番でも良い。 

ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎは受信周波数。小数点を含まない場合はＨｚ単位で、小数点を含む場合はＭ

Ｈｚ単位で設定する。 

ＧＡｎは、セレクトＯＮ／ＯＦＦ。設定値の範囲は０～１。 

ＭＰｎは、チャンネルのパス設定。設定値の範囲は０～１。 

ＳＴｎｎｎｎｎｎは、ステップ周波数。設定値の範囲は０～１０００ｋＨｚ。小数点を含まない場合は

Ｈｚ単位で、小数点を含む場合はｋＨｚ単位で設定する。なお０が指定された場合は、１０００ｋＨｚと

して設定する。 

ＳＨｎｎｎｎｎｎは、ステップ・アジャスト周波数。設定値の範囲は０～９９９．９９９ｋＨｚ、ただ

しステップ周波数よりも小さいこと。小数点が含まれていればｋＨｚ単位、小数点が含まれていなければ

Ｈｚ単位で設定する。 

ＡＵｎは、ＡｕｔｏモードＯＮ／ＯＦＦ。設定値の範囲は０～１。 

ＢＷｎは、ＩＦバンド幅。設定値の範囲は０～９。 

ＭＤｎｎは、復調モード。設定値の範囲は００～０８と２１～３５。 

ＡＴｎは、ＲＦアンプとアッテネータ。設定値の範囲は０～４。 

ＡＮｎは、アンテナ。設定値の範囲は０～４。 

ＴＭｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃは、メモリ・チャンネルのタイトル。ＴＭの次の文字から行の終わりま

での先頭１２文字は、空白文字も含めてタイトルとして設定する。 

 

 

ＴＭ  メモリ・チャンネル・タイトル 

設定： ＴＭｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ<CR> 

メモリ・チャンネルのタイトル。ＴＭの次の文字から行の終わりまでの先頭１２文字は、空白文字も含

めて現在のメモリ・チャンネルのタイトルとして設定する。 
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ＭＡ  メモリ・チャンネル設定内容の読み出し 

取得： ＭＡｎｎｍｍ<CR>   または ＭＡｎｎ<CR> 

ＭＡｎｎｍｍ<CR>の場合、ｎｎはメモリ・バンク番号で００～３９。ｍｍはメモリ・チャンネル番号

で００～９９。指定したメモリ・チャンネルの設定内容を表示する。 

レスポンスの形式は、 

ＭＸｎｎｍｍ□ＧＡｎ□ＭＰｎ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＭＤｎｎ□ＡＴｙｎ□ＡＮｍｎ□ＴＭｃ

ｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ□<CR><LF> 

なお、指定したメモリ・チャンネルが未登録の場合は 

ＭＸｎｎｍｍ□－－－□<CR><LF> 

 

ＭＡｎｎ<CR>の場合、ｎｎはメモリ・バンク番号で００～３９。指定したメモリ・バンクの全チャン

ネルの情報を表示する。 

各メモリ・チャンネルのレスポンス形式は、ＭＡｎｎｍｍ<CR>の時のレスポンスと同じ。 

 

 

ＭＰ  メモリ・チャンネル・パス設定 

設定： ＭＰｎ<CR>   または ＭＰｎｎ<CR> 

設定値が１桁のＭＰｎ<CR>は、現在のメモリ･チャンネルのパス設定ＯＮ／ＯＦＦを設定する。設定値

の範囲は０～１。０：パスＯＦＦ、１：パスＯＮ。 

 

設定値が２桁のＭＰｎｎ<CR>は、指定したメモリ・バンク内全てのチャンネルのパス設定をＯＦＦに

する。設定値の範囲は「００」～「３９」または「％％」。「％％」は全メモリ・バンク、全メモリ・チ

ャンネルのパス設定をＯＦＦにする。 

 

取得： ＭＰ<CR> 

現在のメモリ・チャンネルのパス設定を読み出す。レスポンスの形式は、 ＭＰｎ□<CR><LF> 

 

 

ＧＡ  メモリ・チャンネル・セレクト設定 

設定： ＧＡｎ<CR>   または ＧＡ％％<CR> 

ＧＡｎ<CR>は、現在のメモリ･チャンネルのセレクト設定ＯＮ／ＯＦＦを設定する。設定値の範囲は０

～１。０：セレクトＯＦＦ、１：セレクトＯＮ。 

ＧＡ％％<CR>は、全メモリ・バンク、全メモリ・チャンネルのセレクト設定をＯＦＦにする。 

 

取得： ＧＡ<CR> 

現在のメモリ・チャンネルのセレクト設定を読み出す。レスポンスの形式は、 ＧＡｎ□<CR><LF> 
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ＧＲ  セレクト・メモリ一覧の読み出し 

取得： ＧＲ<CR> 

セレクト・メモリの一覧を表示する。 

１行分のレスポンスの形式は、 

ＧＲｎｎｎｎ□ＭＸｎｎｍｍ□ＲＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ＴＭｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ□

<CR><LF> 

セレクト・メモリの一覧の最後には 

ＧＲ－－－－□<CR><LF> 

 

なおＧＲｎｎｎｎは、セレクト・メモリの通し番号。 

 

 

ＧＤ  セレクト・メモリ全解除 

取得： ＧＤ<CR> 

セレクト・メモリを全て解除する。 

 

 

ＭＱ  メモリ・チャンネル削除 

設定： ＭＱ<CR> 

現在のメモリ・バンク、現在のメモリ・チャンネルを、１チャンネル分削除する。 

 

設定： ＭＱｍｍ<CR> 

現在のメモリ・バンク、指定したメモリ・チャンネルｍｍを、１チャンネル分削除する。 

 

設定： ＭＱ％％<CR> 

現在のメモリ・バンク全体を削除する。 

 

設定： ＭＱ％％ｎｎ<CR> 

指定したメモリ・バンクｎｎ全体を削除する。 

 

設定： ＭＱｎｎｍｍ<CR> 

指定したメモリ・バンクｎｎ、指定したメモリ・チャンネルｍｍを、１チャンネル分削除する。 

 

 

ＭＢ  メモリ・バンク削除 

設定： ＭＢｎｎ<CR> 

指定したメモリ・バンクを削除する。 
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ＧＭ  スキャン・グループ 設定・読み出し 

設定： ＧＭｎｎ□ＸＤｎｎ□ＸＢｎｎｎ□ＸＡｎｎｎ□ＸＰｎｎ□ＸＭｎｎ□ＭＬｎ□ＢＫａａｂｂ

ｃｃｄｄ・・・<CR> 

ＧＭｎｎはスキャン・グループ番号で００～１９。必須項目。以下に続くサブコマンドの内容を設定し

てから、指定されたスキャン・グループを選択する。 

 

以下のサブコマンドは必要に応じて設定できる。「□（空白文字）」で区切って設定する。 

ＸＤｎｎは、スキャン・ディレイ時間。設定値の範囲は００～９９。０．１秒単位でのディレイ時間を

設定する。 

ＸＢｎｎｎは、ノイズ・スケルチ設定。設定値の範囲は０００～２５５。 

ＸＡｎｎｎは、ボイス・スケルチ設定。設定値の範囲は０００～２５５。 

ＸＰｎｎは、スキャン・ポーズ時間。設定値の範囲は００～６０。１秒単位でポーズ時間を設定する。 

ＸＭｎｎは、モード・スキャン。設定値の範囲は００～０８と２１～３５とＦＦ。指定したモードをス

キャンの対象とする。ＦＦなら全モードをスキャンする。 

ＭＬｎは、バンク・リンクのＯＮ／ＯＦＦ。設定値の範囲は０～１。 

ＢＫａａｂｂｃｃｄｄ・・・は、メモリ・バンク・リンク設定。リンクするメモリ・バンク番号を２桁

の数字で列記していく。 

 

取得： ＧＭ<CR>   または ＧＭｎｎ<CR>   または ＧＭ％％<CR> 

ＧＭ<CR>では、現在のスキャン・グループの設定内容を表示する。 

ＧＭｎｎ<CR>では、指定されたスキャン・グループ番号を現在のスキャン･グループとしたうえで、ス

キャン・グループの設定内容を表示する。設定値の範囲は００～１９。 

いずれもレスポンスの形式は 

ＧＭｎｎ□ＸＤｎ．ｎ□ＸＢ□ｎｎｎ□ＸＡ□ｎｎｎ□ＸＰｎｎ□ＸＭｎｎ□ＭＬｎ□ＢＭ□ｂ□ｂ□

ｂ・・（４０バンク分）・・□ｂ□<CR> 

ＧＭｎｎは、スキャン・グループ番号。 

ＸＤｎ．ｎは、スキャン・ディレイ時間。 

ＸＢｎｎｎは、ノイズ・スケルチ設定。 

ＸＡｎｎｎは、ボイス・スケルチ設定。 

ＸＰｎｎは、スキャン・ポーズ時間。 

ＸＭｎｎは、モード・スキャン。 

ＭＬｎは、バンク・リンクのＯＮ／ＯＦＦ。 

ＢＭ□ｂ□ｂ□ｂ・・（４０バンク分）・・□ｂは、リンクするバンクの情報。最初の「□ｂ」はメモ

リ・バンク００の情報、次はメモリ・バンク０１、と続いていって、最後はメモリ・バンク３９。そのバ

ンクをリンクする場合は、ｂはバンク番号の１の位の数字となる。そのバンクをリンクしない場合は、ｂ

は「－」となる。 

 

ＧＭ％％<CR>では、全サーチ・グループの設定内容一覧を表示する。 
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ＭＬ  メモリ・バンク・リンク ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＭＬｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：メモリ・バンク・リンクＯＦＦ、１：メモリ・バンク・リンクＯＮ。 

 

取得： ＭＬ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＭＬｎ□<CR><LF> 

 

 

ＢＭ  メモリ・バンク・リンク 

設定： ＢＭｎｎ□ｎｎ□ｎｎ□・・・・<CR> 

それぞれのｎｎは「００」～「３９」か「％％」。「□（空白文字）」で区切って並べられた２桁の数

字を、先頭から順番に処理していく。 

「００」～「３９」なら、そのバンクを「リンクする／リンクしない」をトグル動作。「％％」なら、

そこで一旦リンクをクリアする。 

 

取得： ＢＭ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＢＭ□ｂ□ｂ□ｂ・・（４０バンク分）・・□ｂ□<CR><LF> 

最初の「□ｂ」はメモリ・バンク００の情報、次はメモリ・バンク０１、と続いていって、最後はメモ

リ・バンク３９。そのバンクをリンクする場合は、ｂにはバンク番号の１の位の数字となる。そのバンク

をリンクしない場合は、ｂは「－」となる。 
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ＸＭ  モード・スキャン 

設定： ＸＭｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００～０８と２１～３５またはＦＦ。 

以下に示すモード・グループで同じグループに属している復調モードが指定されているチャンネルをス

キャンする。ＦＦが設定されていれば、全復調モードをスキャンする。 

 

グループ グループに属している復調モード 

ＦＭ ００：ＦＭ、２１：ＷＦＭ１、２２：ＷＦＭ２、２４：ＮＦＭ、２５：ＳＦＭ 

ＦＭＳＴ ０１：ＦＭＳＴ、２３：ＦＭＳＴ 

ＡＭ ０２：ＡＭ、２６：ＷＡＭ、２７：ＡＭ、２８：ＮＡＭ 

ＳＡＭ ０３：ＳＡＭ、２９：ＳＡＭ 

ＵＳＢ ０４：ＵＳＢ、３０：ＵＳＢ 

ＬＳＢ ０５：ＬＳＢ、３１：ＬＳＢ 

ＣＷ ０６：ＣＷ、３２：ＣＷ１、３３：ＣＷ２ 

ＩＳＢ ０７：ＩＳＢ、３４：ＩＳＢ 

ＡＩＱ ０８：ＡＩＱ、３５：ＡＩＱ 

 

取得： ＸＭ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＸＭｎｎ□<CR><LF> 

 

 

ＸＢ  スキャンモード ノイズ・スケルチ 

設定： ＸＢｎｎｎ<CR> 

スキャン・モードの現在のスキャン・グループに対して、ノイズ･スケルチのレベルを設定する。 

設定値の範囲は０００～２５５。 

０００ならノイズ・スケルチはＯＦＦ。００１～２５５でノイズ・スケルチ・レベルを設定する。 

 

取得： ＸＢ<CR> 

スキャン・モードの現在のスキャン・グループに対して、ノイズ・スケルチのレベル設定値を表示する。 

レスポンスの形式は、 ＸＢ□ｎｎｎ□<CR><LF> 

ｎｎｎは設定値で０００～２５５。０００ならノイズ・スケルチはＯＦＦ。 
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ＸＡ  スキャンモード ボイス・スケルチ 

設定： ＸＡｎｎｎ<CR> 

スキャン・モードの現在のスキャン・グループに対して、ボイス・スケルチに関する設定をおこなう。 

設定値の範囲は０００～２５５。 

設定値のｂｉｔ７はボイス・スケルチのＯＮ／ＯＦＦ（ＶＱコマンド相当）を設定する。設定値のｂｉ

ｔ６－４はボイス・スケルチ・レベル（ＶＶコマンド相当）を設定する。設定値のｂｉｔ３－０は１６倍

してボイス・スケルチ・ディレイ（ＶＴコマンド相当）を設定する。 

 

取得： ＸＡ<CR> 

スキャン・モードの現在のスキャン・グループに対して、ボイス･スケルチに関する設定値を表示する。 

レスポンスの形式は、 ＸＡ□ｎｎｎ□<CR><LF> 

ｎｎｎは０００～２５５。ｂｉｔ７はボイス・スケルチＯＮ／ＯＦＦ（ＶＱコマンド相当）を表す。ｂ

ｉｔ６－４はボイス・スケルチ・レベル（ＶＶコマンド相当）を表す。ｂｉｔ３－０はボイス・スケルチ・

ディレイ（ＶＴコマンド相当）の上位４ビットを表す。 

 

 

ＸＤ  スキャンモード ディレイ時間 

設定： ＸＤｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００～９９。０．１秒単位でのディレイ時間を設定する。 

 

取得： ＸＤ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＸＤｎ．ｎ□<CR><LF> 

 

 

ＸＰ  スキャンモード ポーズ時間 

設定： ＸＰｎｎ<CR> 

設定値の範囲は００～６０。１秒単位でポーズ時間を設定する。 

 

取得： ＸＰ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＸＰｎｎ□<CR><LF> 
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5.2. デュアルバンド受信とオフセット２波受信 

ＶＷ  デュアルバンド受信の開始／終了／フォーカスＶＦＯ切り替え 

設定： ＶＷｎｍ<CR> 

ｎはメインバンドのＶＦＯ。設定値の範囲は「Ａ」～「Ｄ」と「＠」。「Ａ」～「Ｄ」なら、ＶＦＯ－

Ａ～ＶＦＯ－Ｄをメインバンドとしてデュアルバンド受信をする。「＠」はデュアルバンド受信をやめる。 

ｍはフォーカスするＶＦＯの設定。設定値の範囲は０～１。０：メインバンド（ＶＦＯ－Ａ～Ｄ）、１：

サブバンド（ＶＦＯ－Ｅ）。 

 

取得： ＶＷ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＶＷｎｍ□<CR><LF> 

 

 

ＶＨ  デュアルバンド受信音量バランス 

設定： ＶＨｎｎｎ<CR> 

設定値の範囲は０００～２５５。０で１００％メインバンド、１２８でメインバンドとサブバンドは５

０％ずつ、２５５で１００％サブバンド。 

 

取得： ＶＨ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＶＨｎｎｎ□<CR><LF> 

 

ＷＲ  オフセット２波受信のＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＷＲｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：オフセット２波受信ＯＦＦ、１：オフセット２波受信ＯＮ。 

 

取得： ＷＲ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＷＲｎ□<CR><LF> 

 

ＷＦ  オフセット２波受信のオフセット周波数 

設定： ＷＦｐｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

ｐは「＋」か「－」。また「□（空白文字）」あるいはｐを省略して数字がはじまる場合は「＋」とし

て解釈する。 

ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎの設定値の範囲は０～５ＭＨｚ。小数点が含まれない場合はＨｚ単位で、小数点

が含まれている場合はＭＨｚ単位で設定する。 

 

取得： ＷＦ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＷＦｐｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> 
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ＷＭ  オフセット２波受信のメインオフセット周波数 

設定： ＷＭｐｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

ｐは「＋」か「－」。また「□（空白文字）」あるいはｐを省略して数字がはじまる場合は「＋」とし

て解釈する。 

ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎの設定値の範囲は０～５ＭＨｚ。小数点が含まれない場合はＨｚ単位で、小数点

が含まれている場合はＭＨｚ単位で設定する。 

 

取得： ＷＭ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＷＭｐｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> 

 

 

ＷＶ  オフセット２波受信音量バランス 

設定： ＷＶｎｎｎ<CR> 

設定値の範囲は０００～２５５。０で１００％メイン周波数、１２８でメイン周波数とオフセット周波

数は５０％ずつ、２５５で１００％オフセット周波数。 

 

取得： ＷＶ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＷＶｎｎｎ□<CR><LF> 

 

 

5.3. 時計 

ＣＫ  時計＆カレンダー 

設定： ＣＫｙｙｙｙｍｍｄｄｈｈｎｎｓｓ<CR> 

ｙｙｙｙは年。 

ｍｍは月。１～１２。 

ｄｄは日。１～指定した月の月末日。うるう年も考慮に入れて判断する。 

ｈｈは２４時制での時。０～２３。 

ｎｎは分。０～５９。 

ｓｓは秒。０～５９。 

 

取得： ＣＫ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＣＫｙｙｙｙｍｍｄｄｈｈｎｎｓｓ□<CR><LF> 



 

43 

5.4. プライオリティ受信 

ＰＯ  プライオリティ受信 ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＰＯｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：プライオリティ受信ＯＦＦ、１：プライオリティ受信ＯＮ。 

 

取得： ＰＯ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＰＯｎ□<CR><LF> 

 

 

ＰＰ  プライオリティ・チャンネル 

設定： ＰＰｎｎｍｍ<CR> 

メモリ・バンク番号ｎｎ、メモリ・チャンネル番号ｍｍのメモリ・チャンネルをプライオリティ・チャ

ンネルとする。 

 

取得： ＰＰ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＰＰｍｍｎｎ□<CR><LF> 

 

 

ＴＩ  プライオリティ・インターバル時間 

設定： ＴＩｎｎ<CR> 

プライオリティのインターバル時間を１秒単位で設定する。設定値の範囲は０１～９９。 

 

取得： ＴＩ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＴＩｎｎ□<CR><LF> 
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5.5. その他の設定 

ＡＣ  ＡＧＣ 

設定： ＡＣｎ<CR> 

設定値の範囲は０～２またはＦ。 

０：ＦＡＳＴ、１：ＭＩＤ、２：ＳＬＯＷ、Ｆ：ＯＦＦ。 

 

取得： ＡＣ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＡＣｎ□<CR><LF> 

 

 

ＡＴ  ＲＦアンプとアッテネータ 

設定： ＡＴｎ<CR> 

設定値の範囲は０～４。 

０：ＲＦアンプＯＮ、アッテネータ０ｄＢ、オートアッテネータＯＦＦ 

１：ＲＦアンプＯＦＦ、アッテネータ０ｄＢ、オートアッテネータＯＦＦ 

２：ＲＦアンプＯＦＦ、アッテネータ－１０ｄＢ、オートアッテネータＯＦＦ 

３：ＲＦアンプＯＦＦ、アッテネータ－２０ｄＢ、オートアッテネータＯＦＦ 

４：オートアッテネータＯＮ 

なお、１ＧＨｚ以上はアッテネータが無いため、２や３を設定しようとするとエラーになる。 

 

取得： ＡＴ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＡＴｙｎ□<CR><LF> 

ｙはオートアッテネータのＯＮ／ＯＦＦ。０：ＯＦＦ、１：ＯＮ。 

ｎは現在のＲＦアンプとアッテネータの状態。０～３。 

 

 

ＲＧ  ＲＦゲイン 

設定： ＲＧｎｎｎ<CR> 

ＲＦゲインを１ｄＢ単位で設定する。設定値の範囲は０００～１１０。 

 

取得： ＲＧ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＲＧｎｎｎ□<CR><LF> 
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ＡＮ  アンテナ 

設定： ＡＮｎ<CR> 

設定値の範囲は０～４。０：アンテナ・プログラムに従う自動設定、１：アンテナ１、２：アンテナ２、

３：アンテナ３、４：アンテナ４。 

 

取得： ＡＮ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＡＮｍｎ□<CR><LF> 

ｍは設定値で０～４。 

ｎは実際に使用しているアンテナで、１～４。 

 

 

ＢＬ  バック・ライト ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＢＬｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：バック・ライトＯＦＦ、１：バック・ライトＯＮ。 

 

取得： ＢＬ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＢＬｎ□<CR><LF> 

 

 

ＢＰ  ビープ音量 

設定： ＢＰｎ<CR> 

設定値の範囲は０～７。 

 

取得： ＢＰ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＢＰｎ□<CR><LF> 

 

 

ＢＴ  ビープ音発音指示 

設定： ＢＴｎ<CR> 

設定値の範囲は１～２。１：ＯＫのビープ音を発音させる、２：ＮＧのビープ音を発音させる。 
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ＣＬ  シリアル回線選択 

設定： ＣＬｎ<CR> 

設定値の範囲は２～３。２：ＵＳＢ優先、３：ＡＵＸ１優先。ただし、０か１が入力された場合は、そ

れぞれ２、３と解釈する。 

工場出荷時の初期値は、２の「ＵＳＢ優先」。 

 

取得： ＣＬ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＣＬｍｎ□<CR><LF> 

ｍは現在有効なシリアル回線。０：ＵＳＢ、１：ＡＵＸ１。 

ｎはＣＬコマンド設定値。２～３。 

 

 

ＵＢ  シリアル回線速度 

設定： ＵＢｎ<CR> 

設定値の範囲は０～４。０：１１５２００ｂｐｓ、１：５７６００ｂｐｓ、２：３８４００ｂｐｓ、３：

１９２００ｂｐｓ、４：９６００ｂｐｓ。 

工場出荷時の初期値は、０の１１５２００ｂｐｓ。 

 

取得： ＵＢ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＵＢｎ□<CR><LF> 

 

 

ＳＦ  シリアル回線フロー制御 

設定： ＳＦｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：ハード・フロー制御なし．１：ハード・フロー制御あり。 

工場出荷時の初期値は、０のハード・フロー制御なし。 

 

取得： ＳＦ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＳＦｎ□<CR><LF> 
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ＡＺ  ＡＵＴＯモードの地域設定 

設定： ＡＺｎ<CR> 

設定値の範囲は０～２。０：ＵＳＡ、1：ＪＡＰＡＮ、２：ＥＵＲＯＰＥ。 

 

取得： ＡＺ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＡＺｎ□<CR><LF> 

 

 

ＡＰ  アンテナ・プログラムの設定／表示 

設定： ＡＰａ□ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ<CR> 

ａはアンテナ番号。設定値の範囲は１～４。 

ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ～ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍの周波数範囲を追加設定する。周波数の設定値に小数点

を含んでいない場合はＨｚ単位で、小数点を含んでいる場合はＭＨｚ単位で設定する。 

なお、２５ＭＨｚ未満の周波数は、アンテナ番号２にしか設定できない。 

 

取得： ＡＰａ<CR>   または ＡＰ％<CR> 

アンテナ番号ａに関するアンテナ・プログラムの設定内容をすべて、周波数範囲１組について１行ずつ

列挙する。 

周波数範囲のレスポンスの形式は 

ＡＰａ□ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ<CR><LF> 

アンテナ番号ａの周波数範囲一覧の最後には ＡＰａ□－－－□<CR><LF> を出力し、アンテナ・

プログラムの表示が終わったことを示す。 

 

ＡＰ％<CR>とすると、アンテナ番号１～４の全てのアンテナ・プログラムの設定内容を表示する。 

 

 

ＡＤ  アンテナ・プログラムの削除 

設定： ＡＤａｎ<CR>   または ＡＤａ％<CR>   または ＡＤ％％<CR> 

ＡＤａｎ<CR>では、アンテナ番号ａの、通し番号ｎ番の周波数範囲を削除する。 

ＡＤａ％<CR>では、アンテナ番号ａの、全ての周波数範囲を削除する。 

ＡＤ％％<CR>では、全てのアンテナ番号の、全ての周波数範囲を削除する。 
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ＳＤ□ＩＮＦ  ＳＤカード情報取得 

取得： ＳＤ□ＩＮＦ<CR> 

レスポンスの形式は、 

ＳＤ□ＩＮＦ□Ｆｒｅｅ：ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎＫＢ（ｔｔ．ｔｈ）□Ｔｏｔａｌ：ｍｍｍｍｍｍｍｍ

ｍｍＫＢ□<CR><LF> 

ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎは、ＳＤカードの残り容量をＫＢ単位で表示する。 

ｔｔ．ｔは、残り容量をすべて録音すると仮定した場合の録音可能な時間の目安。ただし１ファイルは

２ＧＢで一旦録音を終了するので、ここで表示した時間を連続録音できるわけではない。 

ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍは、ＳＤカードの全容量をＫＢ単位で表示する。 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 

ＳＤ□ＩＮＦ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 

ＳＤ□ＩＮＦ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 

ＳＤ□ＩＮＦ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＩＮＦ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 

 

 

ＳＤ□ＤＩＲ  ＳＤカードのファイル情報一覧取得 

取得： ＳＤ□ＤＩＲ<CR> 

１ファイルにつき１行で、以下のレスポンスの形式で列記する。 

ファイルの拡張子がＷＡＶだったら、 

ＳＤ□ＤＩＲ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ＷＡＶ□□ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ．ｓ□□ｙｙｙｙ／ｍｍ／ｄｄ□ｈｈ：

ｎｎ：ｓｓ□<CR><LF> 

ファイルの拡張子がＷＡＶ以外だったら、 

ＳＤ□ＤＩＲ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ｅｅｅ□□ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□□ｙｙｙｙ／ｍｍ／ｄｄ□ｈ

ｈ：ｎｎ：ｓｓ□<CR><LF> 

ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ｅｅｅは、ファイル名＆拡張子。 

ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ．ｓは、ファイルサイズをＷＡＶファイルの録音時間で表示する。 

ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎは、ファイルサイズをバイト単位で表示する。 

ｙｙｙｙ／ｍｍ／ｄｄ□ｈｈ：ｎｎ：ｓｓは、ファイルのタイムスタンプ。 

ファイル一覧の最後には、以下のフォーマットで、ファイルの数ｎｎｎを表示する。 

ＳＤ□ＤＩＲ□ｎｎｎＦｉｌｅ（ｓ）□<CR><LF> 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 

ＳＤ□ＤＩＲ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 

ＳＤ□ＤＩＲ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 
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ＳＤ□ＤＩＲ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＤＩＲ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 

 

 

ＳＤ□ＤＥＬ  ＳＤカードのファイル削除 

設定： ＳＤ□ＤＥＬ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ｅｅｅ<CR> 

指定したファイル名のファイルを削除する。 

ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ｅｅｅは、ファイル名＆拡張子。ファイル名に空白文字を含む場合は、ファイル名

の前に「“（ダブルコーテーションマーク）」を付ける。 

削除に成功した場合は ＳＤ□ＤＥＬ□Ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ□<CR><LF> を返す。 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 

ＳＤ□ＤＥＬ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 

ＳＤ□ＤＥＬ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 

ＳＤ□ＤＥＬ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＤＥＬ□ＮｏＦｉｌｅ□<CR><LF>   指定されたファイルが見つからない。 

ＳＤ□ＤＥＬ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 

 

 

ＳＤ□ＦＭＴ  ＳＤカードのフォーマット 

設定： ＳＤ□ＦＭＴ<CR>   あるいは ＳＤ□ＦＭＴ□ｎｎｎ<CR> 

フォーマット開始時は、 ＳＤ□ＦＭＴ□ＮｏｗＦｏｒｍａｔｔｉｎｇ...□<CR><LF> というメッ

セージを出力する。 

フォーマットに成功した場合は ＳＤ□ＦＭＴ□Ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ□<CR><LF> というメッセー

ジを出力する。 

ｎｎｎはタイム・アウト時間を１分単位で設定する。設定値の範囲は０００～２４０。設定値を省略し

た場合と０を設定した場合は、３が設定されたものとみなす。 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 

ＳＤ□ＦＭＴ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 

ＳＤ□ＦＭＴ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 

ＳＤ□ＦＭＴ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＦＭＴ□ＴｉｍｅＯｕｔ□<CR><LF>   タイム・アウト。 

ＳＤ□ＦＭＴ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 
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ＳＤ□ＲＳＱ  ＳＤカード録音時のスケルチ・スキップ 

設定： ＳＤ□ＲＳＱｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：録音中は常時記録（無音状態も記録する）、1：録音中はスケルチ・オープ

ン時に記録（無音状態は記録しない）。 

 

取得： ＳＤ□ＲＳＱ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＳＤ□ＲＳＱｎ□<CR><LF> 

 

 

ＳＤ□ＲＥＣ  ＳＤカードへの録音開始 ／ 録音終了 

設定： ＳＤ□ＲＥＣ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ<CR>   または ＳＤ□ＲＥＣ□／<CR> 

ＳＤ□ＲＥＣ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ<CR> とすると、「ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ＷＡＶ」をファイル名とし

て、録音を開始する。もし同名のファイルが存在していたら、それまでのファイルは一旦削除して、新た

に録音を始める。 

ファイル名に空白文字を含む場合は、ファイル名の前に「“（ダブルコーテーションマーク）」を付ける。 

 

録音中に ＳＤ□ＲＥＣ□／<CR> とすると、録音を中止する。 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 

ＳＤ□ＲＥＣ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 

ＳＤ□ＲＥＣ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 

ＳＤ□ＲＥＣ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＲＥＣ□ＣａｒｄＦｕｌｌ□<CR><LF>   ＳＤカードの空き容量が無い。 

ＳＤ□ＲＥＣ□ＮｏｗＰｌａｙｉｎｇ□<CR><LF>   再生中なので、コマンドを実行できない。 

ＳＤ□ＲＥＣ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 

 

 

ＳＤ□ＰＬＹ  ＳＤカードから再生開始 ／ 再生終了 

設定： ＳＤ□ＰＬＹ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ<CR>   または ＳＤ□ＰＬＹ□／<CR> 

ＳＤ□ＰＬＹ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ<CR> とすると、「ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ＷＡＶ」というファイル名

のＷＡＶファイルを再生開始する。 

ファイル名に空白文字を含む場合は、ファイル名の前に「“（ダブルコーテーションマーク）」を付ける。 

 

再生中に ＳＤ□ＰＬＹ□／<CR> とすると、再生を中止する。 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 
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ＳＤ□ＰＬＹ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 

ＳＤ□ＰＬＹ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 

ＳＤ□ＰＬＹ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＰＬＹ□ＮｏＦｉｌｅ□<CR><LF>   指定されたファイルが見つからない。 

ＳＤ□ＰＬＹ□ＮｏｗＲｅｃｏｒｄｉｎｇ□<CR><LF>   録音中なので、コマンドを実行できな

い。 

ＳＤ□ＰＬＹ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 

 

 

ＳＤ□ＰＳＴ  ＳＤカード録音再生状態の問い合わせ 

取得： ＳＤ□ＰＳＴ<CR> 

レスポンスの形式は、 

ＳＤ□ＰＳＴ□ｎ□<CR><LF> 

ｎが０なら、現在は録音も再生もしていない。ｎが１なら、スケルチ・スキップがＯＦＦ（常時記録）

で録音中。ｎが２なら、再生中。ｎが３なら、スケルチ・スキップがＯＮ（無音状態は記録しない）で録

音中。 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 

ＳＤ□ＰＳＴ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 

ＳＤ□ＰＳＴ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 

ＳＤ□ＰＳＴ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＰＳＴ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 

 

 

ＳＤ□ＭＭＷ  ＳＤカードへのメモリ内容エクスポート 

設定： ＳＤ□ＭＭＷ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ<CR> 

ＡＲ６０００本体が記憶しているメモリ内容を、「ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ＭＭＤ」というファイル名で、

ＳＤカードに書き出す。もし同名のファイルが存在していたら、それまでのファイルは一旦削除して、新

たに書き出す。ファイル名に空白文字を含む場合は、ファイル名の前に「“（ダブルコーテーションマー

ク）」を付ける。 

書き込み開始時に ＳＤ□ＭＭＷ□ｓｔａｒｔ□<CR><LF> というメッセージを出力する。書き込

み自体には数１０秒かかるが、書き込みが終了すれば ＳＤ□ＭＭＷ□ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ□

<CR><LF>というメッセージが出力される。 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 
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ＳＤ□ＭＭＷ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 

ＳＤ□ＭＭＷ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 

ＳＤ□ＭＭＷ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＭＭＷ□ＣａｒｄＦｕｌｌ□<CR><LF>   ＳＤカードの空き容量が無い。 

ＳＤ□ＭＭＷ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 

 

 

ＳＤ□ＭＭＲ  ＳＤカードからのメモリ内容インポート 

設定： ＳＤ□ＭＭＲ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ<CR> 

ＳＤカードに書き出したＡＲ６０００メモリ内容のファイル「ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ＭＭＤ」を読み込ん

で、ＡＲ６０００に設定する。ファイル名に空白文字を含む場合は、ファイル名の前に「“（ダブルコー

テーションマーク）」を付ける。 

読み込み開始時に ＳＤ□ＭＭＲ□ｓｔａｒｔ□<CR><LF> というメッセージを出力する。読み込

み自体には数１０秒かかるが、読み込みが終了すれば ＳＤ□ＭＭＲ□ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ□

<CR><LF>というメッセージが出力される。 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 

ＳＤ□ＭＭＲ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 

ＳＤ□ＭＭＲ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 

ＳＤ□ＭＭＲ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＭＭＲ□ＮｏＦｉｌｅ□<CR><LF>   指定されたファイルが見つからない。 

ＳＤ□ＭＭＲ□ＤａｔａＦｏｒｍａｔＥｒｒｏｒ□<CR><LF>   ＭＭＤファイルの形式が違う。 

ＳＤ□ＭＭＲ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 

 

 

ＳＤ□ＲＥＮ  ＳＤカードのファイル名の変更 

設定： ＳＤ□ＲＥＮ□ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ｅｅｅ□ｇｇｇｇｇｇｇｇ<CR> 

ＳＤカードの「ｆｆｆｆｆｆｆｆ．ｅｅｅ」というファイル名のファイルを、「ｇｇｇｇｇｇ．ｅｅｅ」

というファイル名に変更する。つまり拡張子自体は変更されず引き継がれる。 

ファイル名変更が成功したら、 ＳＤ□ＲＥＮ□Ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ□<CR><LF> というメッセー

ジを出力する。ファイル名に空白文字を含む場合は、ファイル名を「“（ダブルコーテーションマーク）」

で囲む。 

 

なおエラーが発生した場合は、原因ごとに以下のようなメッセージを出力したあと、エラーレスポン

ス ？<CR><LF>を出力する。 

ＳＤ□ＲＥＮ□ＣａｒｄＢｕｓｙ□<CR><LF>   ＳＤカードの処理中なので、現在コマンドを実

行できない。 



 

53 

ＳＤ□ＲＥＮ□ＮｏＣａｒｄ□<CR><LF>   ＳＤカードが挿入されていない。 

ＳＤ□ＲＥＮ□ＦＡＴ１２□<CR><LF>   ＦＡＴ１２のＳＤカードなので使用できない。 

ＳＤ□ＲＥＮ□ＮｏＦｉｌｅ□<CR><LF>   変更前ファイルが見つからない。 

ＳＤ□ＲＥＮ□ＦｉｌｅＥｘｉｓｔｓ□<CR><LF>   変更後ファイル名は既に存在する。 

ＳＤ□ＲＥＮ□ｅｒｒｏｒ□<CR><LF>   その他のエラー。 

 

 

ＶＲ  バージョン情報取得 

取得： ＶＲ<CR>   または ＶＲＦ<CR>   または ＶＲＰ<CR> 

ＶＲ<CR>のレスポンスは 

ＶＥＲ－Ｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ□Ｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄ□<CR><LF> 

ｃｃｃ・・・ｃｃｃは、コントローラ基板のバージョン情報。 

ｄｄｄ・・・ｄｄｄは、デコーダ基板のバージョン情報。 

 

ＶＲＦ<CR>のレスポンスは 

ＶＥＲ－Ｆ：ｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆ□Ｄ：ｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐ□<CR><LF> 

ｆｆｆ・・・ｆｆｆは、コントローラ基板内ＦＰＧＡデータのバージョン情報。 

ｐｐｐ・・・ｐｐｐは、コントローラ基板内ＤＳＰデータのバージョン情報。 

 

ＶＲＰ<CR>のレスポンスは 

ＶＥＲ－Ｐ：ｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐ□<CR><LF> 

ｐｐｐ・・・ｐｐｐは、パネル基板のバージョン情報。 

 

 

ＲＳ  リセット 

設定： ＲＳ<CR>   または ＲＳ２<CR>   または ＲＳ！<CR> 

ＲＳ<CR>では、主にコンフィグ関連のパラメータを初期化する。ＶＦＯやメモリ・チャンネルの内容

は初期化しない。 

ＲＳ２<CR>では、コンフィグ関連とＶＦＯ情報を初期化する。メモリ・チャンネルの内容は初期化し

ない。 

ＲＳ！<CR>では、工場出荷時の状態に初期化する。 

 

 

ＭＭ  フラッシュ・メモリへの記憶 

設定： ＭＭ<CR> 

現在の設定内容を本体内のフラッシュ・メモリに記憶する。 

通常はＱＰコマンド実行時に、この動作もしている。動作状態のままで記憶したい場合にこのコマンド

を使用する。 

 



 

54 

ＱＨ  レベル・スケルチ・ヒステリシス 

設定： ＱＨｎ<CR> 

設定値の範囲は０～９。単位はｄＢ。 

 

取得： ＱＨ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＱＨｎ□<CR><LF> 

 

 

ＬＳ  オート・ノッチ 

設定： ＬＳｎ<CR> 

設定値の範囲は０～３。ただし４～２５５が入力された場合は、３として処理する 

０：ＯＦＦ、１：ＬＯＷ、２：ＭＩＤ、３：ＨＩＧＨ。 

 

取得： ＬＳ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＬＳｎｎｎ□<CR><LF> 

 

 

ＮＲ  ノイズ・リダクション（デノイザ） 

設定： ＮＲｎ<CR> 

設定値の範囲は０～３。０：ＯＦＦ、１：ＬＯＷ、２：ＭＩＤ、３：ＨＩＧＨ。 

 

取得： ＮＲ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＮＲｎ□<CR><LF> 

 

 

ＮＢ  ノイズ・ブランカ 

設定： ＮＢｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：ノイズ・ブランカＯＦＦ、１：ノイズ・ブランカＯＮ。 

 

取得： ＮＢ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＮＢｎ□<CR><LF> 
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ＳＣ  ボイス・スクランブル 

設定： ＳＣｎｎｎ<CR> 

設定値の範囲は、０００～１２７。 

 

取得： ＳＣ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＳＣｎｎｎ□<CR><LF> 

 

 

ＩＳ  ＩＦシフト 

設定： ＩＳｘｎｎｎ<CR> 

ｘはシフトの方向で、「＋」か「－」。 

ｎｎｎの設定値の範囲は０００～１２０。シフトしたい周波数の１／１０の値を設定する。 

 

取得： ＩＳ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＩＳｘｎｎｎ□<CR><LF> 

ＩＦシフトのシフト量の１／１０がｎｎｎとなる。 

 

 

ＡＦ  ＡＦＣ 

設定： ＡＦｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：ＡＦＣ ＯＦＦ、１：ＡＦＣ ＯＮ。 

 

取得： ＡＦ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＡＦｎ□<CR><LF> 
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ＣＮ  ＣＴＣＳＳ 

設定： ＣＮｎｎ<CR> 

設定値の範囲は０～５２と９９。（設定値とＣＴＣＳＳ周波数の対応は、ＡＲ５０００とは異なり、Ａ

Ｒ２３００と同じ） 

０：ＣＴＣＳＳは無効、９９：ＣＴＣＳＳ信号を検出すれば常にトーン・スケルチ・オープン。 

１～５２は、以下の表の周波数。 

 

 ｎ０ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ４ ｎ５ ｎ６ ｎ７ ｎ８ ｎ９ 

０ｎ － 60.0 67.0 69.3 71.9 74.4 77.0 79.7 82.5 85.4 

１ｎ 88.5 91.5 94.8 97.4 100.0 103.5 107.2 110.9 114.8 118.8 

２ｎ 120.0 123.0 127.3 131.8 136.5 141.3 146.2 151.4 156.7 159.8 

３ｎ 162.2 165.5 167.9 171.3 173.8 177.3 179.9 183.5 186.2 189.9 

４ｎ 192.8 196.6 199.5 203.5 206.5 210.7 218.1 225.7 229.1 233.6 

５ｎ 241.8 250.3 254.1 － － － － － － － 

 

取得： ＣＮ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＣＮｎｎ□<CR><LF> 

 

 

ＤＣ  ＤＣＳ 

設定： ＤＣｎｎｎ<CR> 

設定値の範囲は下の表に記載された値。 

ただし、０００：ＤＣＳは無効、９９９：ＤＣＳ信号を検出すれば常にスケルチ・オープン。 

 

０１７ ０２３ ０２５ ０２６ ０３１ ０３２ ０３６ ０４３ ０４７ ０５０ 

０５１ ０５３ ０５４ ０６５ ０７１ ０７２ ０７３ ０７４ １１４ １１５ 

１１６ １２２ １２５ １３１ １３２ １３４ １４３ １４５ １５２ １５５ 

１５６ １６２ １６５ １７２ １７４ ２０５ ２１２ ２２３ ２２５ ２２６ 

２４３ ２４４ ２４５ ２４６ ２５１ ２５２ ２５５ ２６１ ２６３ ２６５ 

２６６ ２７１ ２７４ ３０６ ３１１ ３１５ ３２５ ３３１ ３３２ ３４３ 

３４６ ３５１ ３５６ ３６４ ３６５ ３７１ ４１１ ４１２ ４１３ ４２３ 

４３１ ４３２ ４４５ ４４６ ４５２ ４５４ ４５５ ４６２ ４６４ ４６５ 

４６６ ５０３ ５０６ ５１６ ５２３ ５２６ ５３２ ５４６ ５６５ ６０６ 

６１２ ６２４ ６２７ ６３１ ６３２ ６５４ ６６２ ６６４ ７０３ ７１２ 

７２３ ７３１ ７３２ ７３４ ７４３ ７５４ － ０００ ９９９ － 

 

取得： ＤＣ<CR> 

レスポンスの形式は、ＤＣｎｎｎ□<CR><LF> 
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ＨＮ  プリセレクション・フィルタ 

設定： ＨＮｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：プリセレクション・フィルタＯＦＦ、１：プリセレクション・フィルタＯ

Ｎ。 

 

取得： ＨＮ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＨＮｎ□<CR><LF> 

 

 

ＴＶ  ビデオ ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＴＶｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：ビデオＯＦＦ、１：ビデオＯＮ。 

 

取得： ＴＶ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＴＶｎ□<CR><LF> 

 

 

ＶＮ  ビデオＩＦ方向反転 

設定： ＶＮｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：ＩＦ方向はそのまま、１：ＩＦ方向反転。 

 

取得： ＶＮ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＶＮｎ□<CR><LF> 

 

 

ＴＦ  スペクトラム・スタート周波数 

設定： ＴＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

スペクトラムのスタート周波数。小数点を含まない場合はＨｚ単位、小数点を含む場合はＭＨｚ単位で設

定する。 

 

取得： ＴＦ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＴＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> とＨｚ単位で表記する。 
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ＥＦ  スペクトラム・エンド周波数 

設定： ＥＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

スペクトラムのエンド周波数。小数点を含まない場合はＨｚ単位、小数点を含む場合はＭＨｚ単位で設

定する。 

 

取得： ＥＦ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＥＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> とＨｚ単位で表記する。 

 

 

ＣＦ  スペクトラム・センター周波数 

設定： ＣＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

スペクトラムのセンター周波数。小数点を含まない場合はＨｚ単位、小数点を含む場合はＭＨｚ単位で

設定する。 

 

取得： ＣＦ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＣＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> とＨｚ単位で表記する。 

 

 

ＦＰ  スペクトラム・周波数スパン 

設定： ＦＰｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

スペクトラムの周波数スパン。０．４ＭＨｚ～１０ＭＨｚの範囲で０．１ＭＨｚ単位に四捨五入して設

定する。 

小数点を含まない場合はＨｚ単位、小数点を含む場合はＭＨｚ単位で設定する。 

 

取得： ＦＰ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＦＰｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> とＨｚ単位で表記する。 

 

 

ＦＥ  スペクトラム・ステップ周波数 

設定： ＦＥｎｎｎｎｎｎ<CR> 

スペクトラムのステップ周波数。この指定値に近い設定可能な値に設定される。この指定値を１６０倍

してスペクトラム・周波数スパンとして設定しようとする。 

小数点を含まない場合はＨｚ単位、小数点を含む場合はｋＨｚ単位で設定する。 

 

取得： ＦＥ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＦＥｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> とＨｚ単位で表記する。 
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ＫＦ  マーカー周波数 

設定： ＫＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ<CR> 

マーカーの周波数。 

小数点を含まない場合はＨｚ単位、小数点を含む場合はＭＨｚ単位で設定する。 

 

取得： ＫＦ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＫＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□<CR><LF> とＨｚ単位で表記する。 

 

 

ＫＣ  マーカー周波数＆信号強度の連続読み出し 

設定： ＫＣｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：出力しない、１：変化があったときに以下のフォーマットで出力する。 

ＭＫｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ□－ｍｍｍ□<CR><LF> 

 

取得： ＫＣ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＫＣｎ□<CR><LF> 

 

 

ＫＧ  マーカー周波数を受信周波数にする 

設定： ＫＧ<CR> 

マーカー周波数を受信周波数にする。 

 

ＦＤ  スペクトル情報高速アップロード 

設定： ＦＤ<CR> 

スペクトラムのグラフ情報を、下記の特殊フォーマットで出力する。 

ＦＤｄｄｄｄｄｄｄｄ・・・（データは１６０文字分）・・・ｄｄｄ□<CR><LF> 

横方向１ドット分を１バイトの文字として、１６０ドット分つまり１６０文字を出力する。このそれぞ

れの文字データから０ｘ２０を引き、－１１０ｄＢを加算すると、１ｄＢ単位での強度となる。 

 

ＧＬ  スペクトル情報標準アップロード 

設定： ＧＬ<CR> 

スペクトラムのグラフ情報を、下記のフォーマットで出力する。 

ＧＬ□<CR><LF>／□<CR><LF> に続いて、１６０行分のスペクトル情報を出力して、最後に ／

□<CR><LF> を出力して終了する。 

１行分のスペクトル情報のフォーマットは、ＦｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎＬ－ｄｄｄ□<CR><LF> 
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ＤＥ  データ・エディタ 

設定： ＤＥｎｎ□ｘｘｘｘ□ｙｙｙｙ<CR> 

各種データの移動やコピー、削除をおこなう。 

ｎｎは処理番号。 

ｘｘｘｘは主に移動元やコピー元や削除対象。このパラメータが不要なら省略可能。 

ｙｙｙｙは主に移動先やコピー先。このパラメータが不要なら省略可能。 

以下に処理番号と処理内容、パラメータの意味を示す。 

 

ｎｎ 処理名 処理内容 

００ メモリ・バンク移動 メモリ・バンクｘｘをｙｙへ移動する 

０２ メモリ・バンク・コピー メモリ・バンクｘｘをｙｙへコピーする 

０４ サーチ・バンク移動 サーチ・バンクｘｘをｙｙへ移動する 

０６ サーチ・バンク・コピー サーチ・バンクｘｘをｙｙへコピーする 

０８ メモリ・チャンネル移動 メモリ・チャンネルｘｘｘｘをｙｙｙｙへ移動する 

１０ メモリ・チャンネルコピー メモリ・チャンネルｘｘｘｘをｙｙｙｙへコピーする 

１２ スキャン・グループ移動 スキャン・グループｘｘをｙｙへ移動する 

１４ スキャン・グループコピー スキャン・グループｘｘをｙｙへコピーする 

１６ サーチ・グループ移動 サーチ・グループｘｘをｙｙへ移動する 

１８ サーチ・グループコピー サーチ・グループｘｘをｙｙへコピーする 

２１ メモリ・バンク削除 メモリ・バンクｘｘを削除する 

２２ サーチ・バンク削除 サーチ・バンクｘｘを削除する 

２３ メモリ・チャンネル削除 メモリ・チャンネルｘｘｘｘを削除する 

(２４) (メモリ・バンク 

全パス解除) 

メモリ・バンクｘｘ内のチャンネル全てに対し、パス

設定を解除する。ＭＰｎｎコマンドの使用を推奨。 

(２５) (サーチ・バンク 

全パス解除) 

サーチ・バンクｘｘに設定している全パス周波数を解

除する。ＰＤｎｎ％％コマンドの使用を推奨。 

２６ メモリ・バンク全削除 メモリ・バンクを全て削除する 

２７ サーチ・バンク全削除 サーチ・バンクを全て削除する 

３０ スキャン現状をＶＦＯにコピー スキャンの現在の状況をＶＦＯｘにコピーする。（ｘ

は０～５。０：ＶＦＯ－Ａ、１：ＶＦＯ－Ｂ、・・・） 

３２ サーチ現状をＶＦＯにコピー サーチの現在の状況をＶＦＯｘにコピーする。（ｘは

０～５。０：ＶＦＯ－Ａ、１：ＶＦＯ－Ｂ、・・・） 

３４ ＶＦＯコピー ＶＦＯｘをＶＦＯｙにコピーする。（ｘ、ｙは０～５。

０：ＶＦＯ－Ａ、１：ＶＦＯ－Ｂ、・・・） 
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ＦＬ  サーチ検出周波数リスト 

設定： ＦＬｎ<CR> 

ｎは、０～４、または「％」 または省略。 

ＦＬまたはＦＬ０なら最新の４０周波数（重複あり）、ＦＬ１なら重複無しの最新４０周波数、ＦＬ２

なら強度の強い４０周波数（重複あり）、ＦＬ３なら重複無しの強度が強い４０周波数、ＦＬ４なら検出

回数の多い４０周波数のリストを出力する。 

ＦＬ％で、周波数リスト記憶領域を削除する。 

 

 

ＦＭ  サーチ検出周波数リストをメモリ・バンクにコピーする 

設定： ＦＭｎ<CR> 

ｎは、０～４、または「％」 または省略。 

ＦＭまたはＦＭ０なら最新の４０周波数（重複あり）、ＦＭ１なら重複無しの最新４０周波数、ＦＭ２

なら強度の強い４０周波数（重複あり）、ＦＭ３なら重複無しの強度が強い４０周波数、ＦＭ４なら検出

回数の多い４０周波数のリストを、メモリ・バンク３８にコピーする。 

ＦＭ％で、周波数リスト記憶領域を削除する。 

 

 

ＭＺ  メモリ・チャンネル登録状況問い合わせ 

取得： ＭＺｂｂ<CR> 

メモリ・バンクｂｂのチャンネルの登録状況を、取得する。レスポンスのフォーマットは、 

 ＭＺｂｂ□ｎｎ□ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ□<CR><LF> 

ｎｎは、そのバンクに割り当てられているチャンネル数。通常は５０。 

ｘｘ・・は、チャンネル００～９９までで登録されているかどうかを示す。２文字ずつを１６進数とみ

なして数値化し、ＬＳＢから順にチャンネル番号を割り当てている。例えば、メモリ・バンク００はチャ

ンネル００だけが登録されていた場合は 

 ＭＺ００□５０□０１００００００００００００００００００００００００□<CR><LF> 

が出力される。 

 

 

ＮＥ  ノイズ・スケルチ ＯＮ／ＯＦＦ 

設定： ＮＥｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：ノイズ・スケルチＯＦＦ、１：ノイズ・スケルチＯＮ。 

 

取得： ＮＥ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＮＥｎ□<CR><LF> 
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ＮＱ  ノイズ・スケルチ 

設定： ＮＱｎｎｎ<CR> 

現在の周波数に応じて、ＨＦ帯ノイズ･スケルチとＵＶ帯ノイズ・スケルチと自動的に判断して設定する。

ｎｎｎは０００～２５５。 

 

取得： ＮＱ<CR> 

現在の周波数に応じて、ＨＦ帯ノイズ･スケルチとＵＶ帯ノイズ・スケルチと自動的に判断して設定値を

表示する。レスポンスの形式は、 ＮＱａｎｎｎ□<CR><LF> 

ａは、スケルチがオープンの場合は「＋」、クローズの場合は「□（空白文字）」。 

ｎｎｎは設定値で０００～２５５。 

 

 

ＱＮ  ノイズ・スケルチ 

設定： ＱＮｕｕｕ□ｈｈｈ<CR> 

最初の設定値でＵＶ帯ノイズ･スケルチを、空白文字で区切られた次の設定値でＨＦ帯ノイズ・スケルチ

を、同時に設定する。設定値の範囲はそれぞれ０００～２５５。 

 

取得： ＱＮ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＱＮｕｕｕ□ｈｈｈ□<CR><LF> 

ｕｕｕはＵＶ帯ノイズ・スケルチ設定値で０００～２５５。 

ｈｈｈはＨＦ帯ノイズ・スケルチ設定値で０００～２５５。 

 

 

ＴＰ  Ｔａｐｅ接点情報 

取得： ＴＰ<CR> 

Ｔａｐｅ接点の出力状況を、取得する。 

レスポンスのフォーマットは、 ＴＰｎ□<CR><LF> 

ｎが０ならＴａｐｅ接点ＯＦＦ、ｎが１ならＴａｐｅ接点ＯＮ。 

 

 

ＴＣ  Ｔａｐｅ接点変化時の自動報告 

設定： ＴＣｎ<CR> 

設定値の範囲は０～１。０：自動報告をしない、１：Ｔａｐｅ接点変化時にＴＰコマンドのレスポンス

を自動的に出力する。 

 

取得： ＴＣ<CR> 

レスポンスの形式は、 ＴＣｎ□<CR><LF> 
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ＢＮ  ダミーコマンド（ＥＥＰＲＯＭバンク選択） 

設定： ＢＮｎ<CR> 

ＡＲ５０００ではＥＥＰＲＯＭのバンク選択であったが、ＡＲ６０００では該当機能は存在しない。仮

にコマンドが入力されても、エラーメッセージは返さない。 

 

取得： ＢＮ<CR> 

レスポンスの形式は常に、 ＢＮ０□<CR><LF> 

 

 

ＡＩ  ダミーコマンド（外部ＩＦ選択） 

設定： ＡＩｎ<CR> 

ＡＲ５０００では外部ＩＦの選択であったが、ＡＲ６０００では該当機能は存在しない。仮にコマンド

が入力されても、エラーメッセージは返さない。 

 

取得： ＡＩ<CR> 

レスポンスの形式は常に、 ＡＩ０□<CR><LF> 

 

 

ＭＴ  ダミーコマンド（手動チューニング） 

設定： ＭＴｎ<CR> 

ＡＲ５０００では手動チューニングか自動チューニングかの設定であったが、ＡＲ６０００では該当機

能は存在しない。仮にコマンドが入力されても、エラーメッセージは返さない。 

 

取得： ＭＴ<CR> 

レスポンスの形式は常に、 ＭＴ０□<CR><LF> 

 

 

ＴＵ  ダミーコマンド（チューニング） 

設定： ＴＵｎｎｎ<CR> 

ＡＲ５０００ではチューニングの設定であったが、ＡＲ６０００では該当機能は存在しない。仮にコマ

ンドが入力されても、エラーメッセージは返さない。 

 

取得： ＴＵ<CR> 

レスポンスの形式は常に、 ＴＵ０００□<CR><LF> 
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